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謹 賀 新 年
　2022年新たな年の幕開けをお祝い申し上げます。

2019年12月、未知のウイルスの発生を知らせる一報が世界を震撼させ、1月には日本国内でも感染者が確認されました。
その時は誰もがこれほどの甚大な被害を想像しなかったのではないかと思います。

その後、瞬く間に感染は広がり、2月末には1カ月の予定でイベント開催が制限されました。
今では当たり前に（仕方なく）受け入れられている“自粛要請”の第一章でした。

The Symphony Hall40年の歴史の中で初めて、3カ月以上にわたりホールから音楽が消えた瞬間でした。
以来、2回目の年の瀬を経て、ようやく感染者数も落ち着きを見せ、
ホールに音楽とそれを楽しみに待つ人々が帰って来つつあります。

コロナは私達の生活から多くを奪っていきました。
他方、私達に多くの出会いも与えてくれました。

この2年間、入国出来ない海外アーティストに代わって演奏して下さった
多くの国内アーティストともその出会いの一つでした。

これまでも素晴らしい国内アーティストの演奏会を開いて参りましたが、
新たに多くの素晴らしいアーティストと出会える機会を頂きました。

「クラシック音楽芸術の灯を絶やさない！」その一念で大変な中ご協力頂いた多くの方への
感謝の気持ちを未来永劫忘れずに大切にしたいと思います。

　2022年新たな年を迎えます。
ポストコロナ時代、色 と々急激且つ大規模な変化の時代と言われていますが、

こんな時こそ、変わらないものも大切にしなければならないと感じます。
1700年代バッハが現在の音楽の礎を築き上げてから300年、災害、伝染病、戦争と幾多の壊滅的被害を乗り越え、

脈 と々継承されて来たクラシック音楽芸術は、私達人類に
高度な「教養」と「心の癒し」、それに裏打ちされた「精神性」をもたらし続けてくれました。

今年The Symphony Hallは開館40周年を迎えます。
「心の隅 ま々で響く生の音楽を」「日常に非日常を作り、心を癒してくれる生の音楽を」今一度、原点に立ち返り、

大切な音楽を、大切なホールを、そして何より、大切なファンの皆さんの想いを「未来へ継承する」。
私達の大切なミッションを鋭意、精進に精進を重ね続けて参ります。

　シンフォニア会員様、ご来場の皆々様の今年1年の益々のご多幸をお祈り申し上げ、
ホールで共に素晴らしい音楽を楽しめますよう、今年もご来場を心よりお待ちしております。

株式会社ザ・シンフォニーホール
代表取締役社長　田仲 豊徳

2022年 元旦
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マスク着用

館内では上演中も含め常時マス
クの着用をお願い致します。フェ
イスシールドをご着用の方は、マ
スクも併せてご着用下さい。マウ
スガード、透明マスクでのご入場
はお断り致します

体温測定

サーモグラフィーや検温器によ
り、37.5℃以上の発熱がある方
はご入場をお断り致します

館内はお静かに

大きな声での声援や、館内での
会話はお控え下さい

追跡システムのご登録

来場記録シート

当日券をご購入のお客様やご購
入者様とご来場者様が異なる場
合はご記入下さい。また、チケット
券面にご連絡先の記入欄がある
場合は、ご入場前に必ずご記入を
お願い申し上げます

定型ハガキに下記の情報を記載いただき、63円切手を貼付の上、ポストに投函ください。
【定型ハガキ裏】1.お名前（フリガナ付き）、2.性別、3.郵便番号、4.住所、5.電話番号、
6.メールアドレス（メールマガジン受取りの場合）
【定型ハガキ表】531-8501 大阪市北区大淀南2丁目3-3
ザ・シンフォニーホール「シンフォニア」係

【お客様の個人情報の取り扱いについて】株式会社ザ・シンフォニーホールでは、次に掲げた内容にしたがって、個人情報の保護に努めてまいりま
す。○お客様からご提供いただいた個人情報については、個人情報に関する法令、規範に則り適正に管理いたします。○お客様からいただいた個
人情報は、以下の目的のみに使用し、それ以外には一切使用いたしません。（1）シンフォニア会員様への情報誌「シンフォニア」および関連する印
刷物の発送（2）ザ・シンフォニーホールで開催する催事をご案内する印刷物の発送（3）ホールなど施設の利用に関するご案内、ご連絡（4）ザ・シ
ンフォニーホールの事業、サービスの開発・改善を目的とした調査・研究のためのアンケートの送付・分析・データ集積（5）チケット予約販売に伴
う、ご本人確認およびご連絡（6）株式会社ザ・シンフォニーホールに関するご案内の発送○個人情報のご提供はご自身の意思でご本人様が行う
ものといたします。○お客様の個人情報を、適正かつ迅速に処理するため、その作業を外部の企業に委託して行うことがあります。その場合、委
託先において個人情報が安全に管理されるよう適切に監督します。

※手続き完了後、約2週間で会員番号のお知らせと、シンフォニア最新号をお送り致します。

シンフォニア会員にご登録いただきますと、先行予約のご利用、シンフォニアのお届け、
メールマガジンの受け取り等お得な特典をご利用いただけます。ぜひご登録ください！

シンフォニア会員登録方法

ザ・シンフォニーホール ホームページ
https://www.symphonyhall.jp/ からご登録下さい。
▼ ハガキでのご登録

▼ ＷＥＢサイトからのご登録

※携帯端末のメールアドレスをご登録いただく場合、受信設定をしている方はメールが受信できない場合がございます。「@
symphonyhall.jp」をドメイン指定受信して下さい。指定方法はご利用の携帯電話会社にお問い合わせください。

携帯・スマートフォン
をご使用の方はこ
ちらからアクセスし
ていただけます。

登録費
年会費
 無料！

●先行予約：1月20日（木）10:00〜

※Sinfonia会員先行予約期間中は、電話・WEBのみのご予約となります。
※Sinfonia会員先行期間中にご予約されたチケットは、すべて郵送でのお届けとなります。
●電話：ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333（火曜定休）
新型コロナウイルス感染拡大の状況により、営業時間が変更となる場合がございます。
詳細はホームページをご確認ください。
●WEB：https://www.symphonyhall.jp/

★Sinfonia会員先行予約を開始する1月20日（木）～1月27日（木）の期間は、「お
電話」と「窓口」の営業時間を10:00～18:00とさせて頂きます。※火曜定休

1月のＳｉｎｆｏｎｉａ会員先行予約

手洗い・手指の消毒

こまめな手洗い、手指の消毒を
お願い致します。アルコール消毒
液がご利用頂けない方はご自身
で代替の除菌シート等をご準備
下さい

ご自席でのご鑑賞

他のお客様のお座席や、使用し
ていないお座席へのご移動は、
他のお客様のご迷惑となります
ので、固くお断り致します

●新型コロナウイルス接触確認アプリ
（COCOA)

●大阪コロナ追跡システム

厚生労働省が提供している、新型コロナウイルス接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）のダウンロードに
ご協力をお願い致します

ご来場の際に、館内に掲示しているポスターのQRコードより、ご連絡先の登録をお願い致しま
す。公演ごとに、ご登録が必要です

iPhoneの方はこちら
App Store

Androidの方はこちら
Google Play
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The Symphony Hall
開館40周年

th
   Special Concert
Line Up!! 記念すべき40周年を彩る豪華ラインナップの第1弾を発表！

国内外の一流アーティストの演奏で、

アニバーサリーイヤーを盛り上げます！

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp
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５
月
21
日
は
、〝
大
人
の
贅
沢
〞
が

テ
ー
マ
の
「
ラ
イ
ト
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フ
ォ
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ッ

ク
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ン
サ
ー
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ゲ
ス
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は
昨
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に
続
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、
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ュ
ー
ジ
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ル
俳
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で
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指
揮
、
大
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交
響
楽
団
の

仲道郁代×4大ソナタ

ピアニスト仲道郁代が「悲
愴」「月光」「ワルトシュタイ
ン」「熱情」というベートー
ヴェン『4大ソナタ』を一挙
に披露する。仲道の深い思
索を経て紡がれるベートー
ヴェンの世界に注目してほし
い。

1
16

日

ベスト・オブ・アリア ～ある晴れた日に～
伊藤 晴 ソプラノ・リサイタル

ザ・シンフォニーホールで初リ
サイタル。歌劇『蝶々夫人』
から「ある晴れた日に」、歌
劇『ラ・ボエーム』から「私の
名はミミ」の他、フランス歌曲
も織り交ぜた春らしい選曲。
彼女の多面的な魅力が発
揮されるに違いない。

3
21

月・祝

熱狂コンチェルト 2022
哀愁のラフマニノフ 3大名曲選！！

卒寿 外山雄三＆レジェンド

ザ・シンフォニーホールの名
物企画「熱狂コンチェルト」。
人気と実力を兼ね揃えた名
手3人が奏でる、ラフマニノ
フのピアニズムとオーケスト
ラの饗宴。めくるめく美しい
旋律をじっくり堪能できるコン
サートはすでにチケット完売！

90歳を迎えた外山雄三の卒寿を祝うため、堤 剛、前橋汀子、清水和音という日
本を代表する“レジェンド”たちが集結。大阪のクラシック音楽ファンの度肝を抜く
一大企画！ もちろん濃厚なプログラムにも注目だ。

2

4

13

23

日

土

elegy エレジー
横坂 源 チェロ・リサイタル 2022

昨年の「エレジー」続編とし
て開催する2度目のリサイタ
ル。今回は、ショパンが最晩
年に書いたチェロ・ソナタに
も注目を。さらにクライスラー
やフォーレの小品集も演奏
するなど、横坂 源のセンス
が光るコンサート。

3
19

土

デビュー20周年×ザ・シンフォニーホール開館40周年
上原彩子 プレミアム・リサイタル「展覧会の絵」

エネルギッシュな演奏でファ
ンの心を掴む上原彩子との
Wアニバーサリーを記念し
たリサイタルが実現！ムソル
グスキーの組曲「展覧会の
絵」他、リスト「ピアノ・ソナタ 
ロ短調」を予定。公演、チケッ
ト情報はともに3月に発表！

8
7

日

The Symphony Hall Big Band Vol.17
ゲスト：古澤 巖

結成から6年目を迎えるThe 
Symphony Hall Big Band 
がヴァイオリニストの古澤 
巖と6度目の共演！ 今回は
“ディスコ”をテーマにステー
ジを大いに盛り上げる。変
幻自在、圧巻のパフォーマン
スに期待が集まる。

5
12

木

川井郁子 シンフォニック・バレンタイン
～愛とスケートの名曲たち～

ザ・シンフォニーホールの冬
をHOTにしてくれる、恒例バ
レンタインコンサート。今年
も“愛”をテーマにドラマティッ
クにお届けする。毎回、最初
から最後までファンを釘付け
にするプログラムと演奏を是
非体感してほしい。

2
14

月

オールバッハ名曲選!!
真夏のオルガンコンサート 2022

毎年気鋭のオルガニストが
登場する真夏のコンサート。
今年は、札幌コンサートホー
ルKitaraの専属オルガニス
ト、ニコラ・プロカッチーニが
演奏する。今年も選りすぐり
のオール・バッハ・プログラム
をお楽しみに。

7
30
土

ライト・シンフォニックコンサート
～大人の贅沢～

“大人の贅沢”をテーマに大
阪交響楽団とタッグを組ん
で開催する人気シリーズ。
昨年に続き、岡 幸二郎をゲ
ストに迎えます。ミュージカル
界の第一線で30年以上活
躍する至宝の圧倒的な歌
唱力をぜひ堪能してほしい。

5
21

土

マルティン・ガルシア・ガルシア
ピアノ・リサイタル

大きな話題を呼んだ2021
年度ショパン国際コンクール
で第3位を受賞したマルティ
ン・ガルシア・ガルシアが、ザ・
シンフォニーホールに登場！ 
今回が日本で初のソロ・リサ
イタルとなる。オール・ショパ
ン・プログラムで旬を聴く！

5
28
土

ザ・シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
主
催
の

ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
紹
介

外
山
雄
三
の
卒
寿
公
演
は

超
豪
華
ソ
リ
ス
ト
＆
プ
ロ
グ
ラ
ム

角
野
隼
斗

関
本
昌
平

上
原
彩
子

★詳細はP22をチェック！

★詳細はP23をチェック！

★詳細はP12～13をチェック！

★詳細はP10～11をチェック！

★詳細はP9をチェック！

★詳細はP16をチェック！

指
揮 

外
山
雄
三

チ
ェ
ロ 

堤 

剛

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

前
橋
汀
子

ピ
ア
ノ 

清
水
和
音

ゲスト 岡 幸二郎 管弦楽 大阪交響楽団

23 SinfoniaSinfonia



磐
石
の
演
奏
に
乗
せ
て
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な

ス
テ
ー
ジ
を
織
り
上
げ
る
。

　

12
月
11
日
は
、
２
０
１
５
年
シ
ョ
パ

ン
コ
ン
ク
ー
ル
第
２
位
の
シ
ャ
ル
ル
・
リ

シ
ャ
ー
ル
＝
ア
ム
ラ
ン
が
、
大
阪
で
５

年
ぶ
り
に
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
。
緻
密

か
つ
流
麗
な
名
演
を
期
待
し
よ
う
。

　

40
周
年
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

第
１
弾
の
目
玉
企
画
と
し
て
大
注
目
な

の
が
、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
オ
ピ
ッ
ツ
（
ピ
ア

ノ
）と
五
嶋
み
ど
り（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）の
、

超
一
流
、
世
界
的
奏
者
の
公
演
だ
。

　

ド
イ
ツ
音
楽
の
正
統
派
・
オ
ピ
ッ
ツ

の
堅
牢
で
磨
き
抜
か
れ
た
そ
の
音
楽
は
、

多
く
の
聴
衆
を
魅
了
し
て
き
た
。
ち
な

み
に
ホ
ー
ル
所
有
の
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ

ピ
ア
ノ
は
、
オ
ピ
ッ
ツ
が
試
弾
し
「
な

か
な
か
巡
り
会
え
な
い
、
素
晴
ら
し
い

ピ
ア
ノ
」
と
惚
れ
込
ん
で
選
定
し
た
。

　

翌
２
０
２
３
年
１
月
21
日
に
は
、
大

阪
出
身
の
世
界
に
誇
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
五
嶋
み
ど
り
の
デ
ビ
ュ
ー
40
周
年

と
、
彼
女
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
と
も
い
え

る
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
40
周

年
を
飾
る
に
相
応
し
く
、
高
関
健
指

揮
の
も
と
に
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響

楽
団
と
の
共
演
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

演
奏
家
で
あ
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず

２
０
０
７
年
か
ら
国
連
ピ
ー
ス
・
メ
ッ

セ
ン
ジ
ャ
ー
を
務
め
る
五
嶋
の
人
間
性

と
音
楽
の
真
髄
に
迫
る
入
魂
の
演
奏
に

期
待
す
る
。

40周年記念！ The Symphony Hall×関西4オケスペシャルコンサート

A w e s o m e！  T h e  S y m p h o n y  H a l l  4 0 t h  A n n i v e r s a r yA w e s o m e！  T h e  S y m p h o n y  H a l l  4 0 t h  A n n i v e r s a r y

a n d  m o r e . . . .  4 0 周 年 豪 華 ラン ナ ップ の 第 2 弾 は 次 号 以 降 で 発 表！チ ケ ット 発 売 情 報 も 後 日 お 知 ら せ 致 し ま す 。お 楽 し み に！

熱狂コンチェルト

宮田 大、横坂 源、佐藤晴
真が出演する、〝熱狂コン
チェルト〟シリーズ。名実とも
に日本を代表するチェリスト
3人の競演が実現！最初から
最後まで目が離せないステー
ジに期待大だ。公演情報、
チケット情報は後日発表！

12
17

土

シャルル・リシャール＝アムラン
ピアノ・リサイタル

2015年のショパン国際コ
ンクール第2位受賞以降、
ザ・シンフォニーホールでは
2017年にリサイタルを開
催し、完売を記録したアムラ
ン。宝石のような美しいピア
ノの音色、豊かな表現力を
味わえる好機だ。

12
11

日

五嶋みどりデビュー40周年とザ・シンフォニーホール開館40周年。ともに記念
イヤーを祝して開催するプレミアムコンサート。高関 健の指揮、日本センチュ
リー交響楽団との共演で行うことが決定した。40年間、世界中を魅了し続け
る彼女の繊細で優美かつ力強い演奏が、オーケストラと対峙しどのような融合
を見せるか、今から待ちきれない。

五嶋みどりデビュー40周年×
ザ・シンフォニーホール開館40周年 特別公演

1

2023

21
土

ドイツピアニズムの伝統を継承する名匠、ゲルハルト・オピッツがザ・シン
フォニーホールに降臨！ 2018年にザ・シンフォニーホールのために自ら選
定したスタインウェイ・グランドピアノを用い、その円熟した芸術を大阪の
音楽ファンに披露する。プログラムやチケット情報などは、後日発表するの
で、お楽しみに！

ゲルハルト・オピッツ ピアノ・リサイタル
11

19
土

　

８
月
か
ら
翌
年
1
月
に
か
け
て
は
関

西
の
４
つ
の
オ
ケ
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
す
る
の
も
大
き
な
聴
き
ど
こ
ろ
。

　

写
真
家
の
顔
も
持
つ
若
手
実
力
派
、

原
田
慶
太
楼
は
、
大
阪
交
響
楽
団
を
指

揮
。
キ
ャ
リ
ア
に
縁
の
深
い
ア
メ
リ
カ

に
ち
な
ん
だ
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
「
シ
ン

フ
ォ
ニ
ッ
ク
ダ
ン
ス
」
ほ
か
を
披
露
。

　

関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

は
、桂
冠
指
揮
者・飯
守
泰
次
郎
と
共
に
、

ワ
ー
グ
ナ
ー
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
序
曲

や
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
交
響
曲
第
4
番

「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
」
な
ど
、
長
大
で
神

話
性
の
高
い
音
楽
を
明
晰
に
磨
き
上
げ

て
い
く
。

　

日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
は
、

巨
匠 

秋
山
和
慶
の
指
揮
で
、
ベ
ル
リ

オ
ー
ズ
の
色
彩
豊
か
な
傑
作
、
序
曲

「
ロ
ー
マ
の
謝
肉
祭
」
＆
「
幻
想
交
響
曲
」

な
ど
を
伸
び
や
か
に
歌
い
上
げ
る
。

　

大
阪
フ
ィ
ル
は
音
楽
監
督
・
尾
高
忠

明
と
の
共
演
で
、
過
去
に
全
曲
演
奏
も

行
っ
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
か

ら
第
5
番
「
運
命
」
を
。
さ
ら
に
R.
シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
の
交
響
詩
「
英
雄
の
生
涯
」

と
い
う
大
作
を
並
べ
、真
正
面
か
ら
堂
々

と
挑
む
こ
と
だ
ろ
う
。

　

本
誌
次
号
で
は
、
さ
ら
な
る
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
と
聴
き
ど
こ
ろ
を
発
表
予
定
。

早
く
も
盛
り
上
が
る
40
周
年
記
念
イ

ヤ
ー
を
お
楽
し
み
に
!!

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

ザ・シンフォニーホールと関西4オーケストラ、
そして日本が世界に誇る名指揮者との最強タッグが実現するスペシャルコンサートを発表！

若き名匠、原田慶太楼による
バーンスタイン特集。「シンフォ
ニックダンス」は、作曲者自身が
ザ・シンフォニーホールの舞台で
も指揮をしたホールゆかりの作
品。新時代のバーンスタイン像
に期待が高まる。

ドイツオペラに造詣が深い飯守
泰次郎の指揮で届けるのは、
楽劇王ワーグナーの「タンホイ
ザー」とブルックナーの「交響曲
第4番」。関西フィルが総力を結
集して繰り広げる濃密で重厚な
演奏に注目したい。

ベルリオーズの人気曲「ローマ
の謝肉祭」と「幻想交響曲」を
取り上げる日本センチュリー交
響楽団。秋山和慶による緻密に
して自由、華麗なタクトのもと、
オーケストラが放つ色彩感溢れ
るサウンドをお楽しみに！

関西4オケコラボレーションシ
リーズのラストを飾るのは、ベー
トーヴェン「運命」とR.シュトラ
ウスの「英雄の生涯」というファ
ンには嬉しい真正面のプログラ
ム。尾高忠明と大阪フィルの熱
演は見逃せない！

ベルリオーズ：
序曲「ローマの謝肉祭」
幻想交響曲 op.14

ベートヴェン：
交響曲 第5番 ハ短調 op.67 

「運命」
R.シュトラウス：
交響詩「英雄の生涯」op.40

バーンスタイン：
ウェストサイド物語より

「シンフォニックダンス」ほか

ワーグナー：
歌劇「タンホイザー」序曲
ブルックナー：
交響曲 第4番 変ホ長調

「ロマンティック」

Program

Program

Program

Program

日本センチュリー
交響楽団

大阪フィルハーモニー
交響楽団

大阪交響楽団

関西フィルハーモニー
管弦楽団

原
田
慶
太
楼

11
3

木・祝

1
29
日

8
28
日

10
20
木

秋
山
和
慶

尾
高
忠
明

飯
守
泰
次
郎

世
界
的
に
活
躍
す
る
奏
者
が

ザ・シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
光
臨

関
西
4
オ
ケ
と
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
必
見
！

佐
藤
晴
真

宮
田 

大

横
坂 

源

2023

©Concerto Winderstein
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オオサカ・シオン・ウインド・オーケストラの2022-2023年シーズン定期演奏会。“日本で最も長い歴史と伝統を誇る交響吹奏楽団”の
名のもとに、新年度もより多くの音楽ファンに吹奏楽の魅力を伝えるべく、バラエティに富んだステージを届けます！

オオサカ・シオン・ウインド・オーケストラ
2022-2023 Coming Up Concert!!

年間定期会員（マイシート 年間6公演）

上期・下期定期会員（マイシート 各3公演）

S 19,800円 A 17,800円　B 14,800円 （税込）

S 12,000円 A 10,200円　B 8,100円 （税込）

[ご予約]Shionチケットセンター 0800-919-5508／ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問い合わせ]Shionチケットセンター 0800-919-5508（土日祝を除く10：00〜17：30）
[主催]公益社団法人 大阪市音楽団

新年あけましておめでとうございます。指揮者の秋山和慶です。
私とShionとの関わりも19年目となります来シーズンは、20世紀のアメリカで
活躍した作曲家たちの隠れた吹奏楽の名曲をお届けします。
私の指揮するコンサートは、コープランドの軽やかな序曲「戸外の序曲」に始ま
り、カレル・フサの「プラハ 1968年のための音楽」で締めくくるプログラムです。
どうぞ皆さん、2022年もザ・シンフォニーホールでShionサウンドをご堪能いた
だきたいと思います。

音楽を愛する皆さんは、吹奏楽の魅力や奥深さを最大限味わっ
たことはありますか？
来年度の定期演奏会は、いわば吹奏楽のフルコース。噛めば噛む
ほど味がでる定番の名曲から、まだ味わったことがないであろう
隠れた名曲までをお届けします。時折顔を出す管弦楽曲のアレン
ジ版も、あなたをより吹奏楽の世界に惹きつけるスパイスです。
開館40周年を迎えるザ・シンフォニーホールで、響き豊かな
Shionサウンドを味わってください。

Message f rom Maestro Message f rom Shion

――芸術顧問 秋山和慶

〈お申込みは、Shionチケットセンターまで〉
【1回券】S 5,000円  A 4,000円  B 3,000円  C 1,500円  ペア 7,000円 （税込） 学割（S、A、Bより1000円引）
※マイシートプラン、C席、ペア席、学割はShionチケットセンターのみの販売です

O
s

a
k

a
 

S
h

i
o

n
 

W
i

n
d

 
O

r
c

h
e

s
t

r
a

©飯島 隆

第142回

第144回

第146回

第143回

第145回

第147回

2022.4/24（日） 2:00PM

2022.9/25（日） 2:00PM

2023.1/28（土） 2:00PM

2022.6/26（日） 2:00PM

2022.11/20（日） 2:00PM

2023.3/18（土） 2:00PM

今、吹き渡る風／ウインドオーケストラのた
めのナイトフォニー／ウインドオーケストラ
のためのマインドスケープ／優しい花たち
へ／吹奏楽のための協奏曲

交響詩「アルプスの詩」op.21a／ビザン
ティンのモザイク画 op.14／交響曲 第3
番 op.55「都市の風景」

G.ホルスト：吹奏楽のための第1組曲 変ホ長
調 op.28-1／2つの無言歌 op.22-第2曲

「行進の歌」／組曲「惑星」 op.32（全曲）　
ほか

A.コープランド：戸外の序曲／J.シュワント
ナー：. . .そしてどこにも山の姿はない. . .／
K.フサ：プラハ 1968年のための音楽
ほか

D.マスランカ：交響曲 第5番／長生 淳：交
響曲 第3番「四季連祷」

宮川彬良序曲集／バレエ組曲「盤上の敵」
交響曲「私のお気に入り」　ほか

PROGRAM

PROGRAM

PROGRAM

PROGRAM

PROGRAM

PROGRAM

指揮・作曲 高昌帥

指揮・作曲 フランコ・チェザリーニ

指揮 ダグラス・ボストック

指揮 秋山和慶

指揮 飯森範親

指揮・作曲 宮川彬良

色彩豊かな情景が浮かぶ
定番！オール高昌帥プログラム

Shionの超絶技巧が光る！
感動を呼ぶチェザリーニ作品

みんな大好き！ めくるめくホルストの
名曲を一挙演奏！

隠れた名曲に心惹かれる
巨匠秋山和慶の熱きタクト

長編交響曲と吹奏楽曲大作
Shionの新たなチャレンジ

宮川ワールド全開で届ける！
変幻自在の展開で圧倒！

©山岸 伸©Daniel Vass

©Daisuke

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp 8Sinfonia



[ピアノ]マルティン・ガルシア・ガルシア
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
オール・ショパン・プログラム
バラード第１番 ト短調 op.23／即興曲 第3番 変ト長調 op.51／バラード 第3番 変イ長
調 op.47／ノクターン 第7番 嬰ハ短調 op.27-1／ポロネーズ 第6番 変イ長調 op.53

「英雄」／３つのマズルカ op.50／24の前奏曲 op.28より 第17番 変イ長調、第19番 
変ホ長調、第23番 へ長調／ピアノ・ソナタ 第3番 ロ短調 op.58
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.5/28（土） 2:00PM
全席指定 4,000円 （税込）
[お問い合わせ] 日本アーティストチケットセンター 03-5305-4545
[主催]日本アーティスト／ザ・シンフォニーホール

マルティン・ガルシア・
ガルシア
ピアノ・リサイタル

M a r t i n  G a r c i a  G a r c i a

ショパン国際ピアノコンクール 2021
第3位受賞

マルティン・ガルシア・ガルシア ピアノ・リサイタルReview

5月、リサイタル決定！
輝かしく力強い音で届ける
オールショパン・プログラム

　

日
本
人
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
ち
の
活
躍
も

あ
り
、
国
内
で
も
大
き
な
話
題
を
呼
ん

だ
、
第
18
回
シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
・

コ
ン
ク
ー
ル
。
世
界
中
の
ピ
ア
ノ
フ
ァ

ン
が
コ
ン
ク
ー
ル
に
注
目
し
て
い
た

中
、
予
選
か
ら
そ
の
情
感
豊
か
な
演
奏

が
人
気
を
集
め
、
最
終
的
に
見
事
第
３

位
に
入
賞
、
あ
わ
せ
て
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

賞
も
受
賞
し
た
の
が
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・

ガ
ル
シ
ア
・
ガ
ル
シ
ア
だ
。

　

１
９
９
３
年
ス
ペ
イ
ン
生
ま
れ
。
マ

ド
リ
ー
ド
で
学
ん
だ
の
ち
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
マ
ネ
ス
音
楽
大
学
で
、
名

ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
ロ
ー
ズ

先行予約:1/20（木） 一般発売:1/23(日）

息
の
長
い
メ
ロ
デ
ィ
ラ
イ
ン
と

独
創
的
な
シ
ョ
パ
ン
の
解
釈

の
体
を
通
し
、
シ
ョ
パ
ン
の
生
き
生
き

と
し
た
音
楽
が
再
生
さ
れ
る
瞬
間
を
目

撃
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
文　

高
坂
は
る
香
）

の
心
に
あ
る
だ
ろ
う
。

　

シ
ョ
パ
ン
の
作
品
を
弾
く
上
で
、
歌

心
は
欠
か
せ
な
い
。
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

そ
の
歌
の
イ
メ
ー
ジ
を
創
り
上
げ
る
べ

く
、
自
ら
も
歌
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
奏

で
あ
げ
た
バ
ラ
ー
ド
第
１
番
や
第
３
番

が
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
残
し
た
。
今
度

の
リ
サ
イ
タ
ル
で
は
そ
の
両
方
を
演
奏

し
て
く
れ
る
。
も
う
一
つ
の
彼
の
魅
力

で
あ
る
、
輝
か
し
く
力
強
い
音
が
存
分

に
活
か
さ
れ
た
、
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
第
６
番

「
英
雄
」
も
聴
き
も
の
だ
。

　
「
24
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
」
か
ら
３
曲

を
抜
粋
、
そ
こ
か
ら
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ

第
３
番
と
い
う
流
れ
は
、
ご
本
人
曰
く

「
何
か
が
起
き
そ
う
だ
と
い
う
余
韻
を

残
し
て
終
わ
る
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
第
23
番

か
ら
ソ
ナ
タ
に
入
る
」
と
い
う
、
コ
ン

ク
ー
ル
で
も
披
露
し
た
こ
だ
わ
り
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
。
独
創
的
な
シ
ョ
パ
ン

の
解
釈
を
届
け
る
。

　

ガ
ル
シ
ア
・
ガ
ル
シ
ア
の
演
奏
姿
か

ら
は
、
音
楽
に
没
頭
し
、
そ
の
世
界
を

心
か
ら
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ

て
く
る
。
実
際
彼
は
、「
た
く
さ
ん
練

習
を
重
ね
、
長
く
音
楽
の
中
に
入
り

続
け
て
い
る
と
、
音
楽
と
は
も
は
や
源

か
ら
た
だ
自
然
と
生
ま
れ
て
く
る
も
の

で
、
そ
れ
を
目
撃
し
て
い
る
だ
け
と
い

う
気
持
ち
に
な
る
。
自
分
が
ピ
ア
ノ
の

前
に
座
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
す
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
語
る
。

　

私
た
ち
も
今
度
の
リ
サ
イ
タ
ル
で

は
、
ピ
ア
ノ
と
ガ
ル
シ
ア
・
ガ
ル
シ
ア

の
も
と
研
鑽
を
積
ん
だ
。
シ
ョ
パ
ン
国

際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
直
前
の
８
月
に

は
、
ア
メ
リ
カ
の
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
国

際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
。
主
要

コ
ン
ク
ー
ル
で
の
快
挙
が
続
く
形
と

な
っ
た
。

　

ガ
ル
シ
ア
・
ガ
ル
シ
ア
は
、
こ
の
５

月
に
日
本
で
初
の
ソ
ロ
・
リ
サ
イ
タ
ル

を
開
く
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、も
ち
ろ
ん
、

オ
ー
ル
・
シ
ョ
パ
ン
。
コ
ン
ク
ー
ル
の

ス
テ
ー
ジ
で
弾
い
た
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を

中
心
と
し
た
も
の
だ
。

　

ガ
ル
シ
ア
・
ガ
ル
シ
ア
の
音
楽
表
現

の
最
も
大
き
な
美
点
は
、
息
の
長
い
メ

ロ
デ
ィ
を
思
い
切
っ
て
歌
い
上
げ
る
、

そ
の
た
っ
ぷ
り
と
し
た
カ
ン
タ
ー
ビ
レ

9 Sinfonia



だ
。

　
「
大
阪
交
響
楽
団
の
皆
さ
ん
は
フ
レ

ン
ド
リ
ー
で
、
と
て
も
気
持
ち
よ
く

歌
わ
せ
て
く
れ
る
。
お
客
さ
ん
も
僕
の

フ
ァ
ン
だ
け
で
な
く
〝
大
人
の
贅
沢
〞

を
テ
ー
マ
に
し
た
こ
の
シ
リ
ー
ズ
自
体

に
魅
力
を
感
じ
て
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
っ
て
い
る
方
も
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
る

み
た
い
で
、
そ
ん
な
皆
さ
ん
に
あ
ら
た

め
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
魅
力
を
お
伝
え

で
き
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。し
か
も
ザ・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
っ
て
響
き
も
最

高
で
す
が
、
楽
屋
だ
け
で
な
く
ト
イ
レ

に
も
ま
る
で
一
流
ホ
テ
ル
の
よ
う
に
手

描
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
置
い
て
あ
る
ん

で
す
。
そ
ん
な
何
気
な
い
け
ど
あ
た
た

か
い
心
遣
い
に
ほ
っ
こ
り
さ
せ
ら
れ
ま

す
」

  

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
珠
玉
の
〝
王

道
〞
ナ
ン
バ
ー
が
目
白
押
し
。
き
っ
と

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
曲
か
ら
聴
き
逃
せ
な
い

は
ず
。

　
「〈
君
住
む
街
〉
は
大
地
真
央
さ
ん
と

も
共
演
し
た
《
マ
イ・フ
ェ
ア・レ
デ
ィ
》

か
ら
の
陽
気
な
ナ
ン
バ
ー
。
ミ
デ
ィ
ア

ム
・
テ
ン
ポ
で
、
皆
さ
ん
も
大
好
き

な
曲
な
の
で
１
曲
目
に
は
ぴ
っ
た
り
で

す
。
で
も
、
新
た
な
人
生
の
旅
立
ち
を

歌
っ
た
《
ジ
キ
ル
＆
ハ
イ
ド
》
か
ら
の

バ
ラ
ー
ド
〈
ア
・
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
〉
で

劇
的
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
、
か
も

…
迷
い
ま
す
ね（
笑
）。
お
楽
し
み
に
！
」

　

振
り
返
れ
ば
デ
ビ
ュ
ー
25
周
年
を
迎

え
た
２
０
１
４
年
、
50
名
も
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
を
バ
ッ
ク
に
し
て
25
曲
の
名
ナ

ン
バ
ー
を
日
本
語
で
歌
い
上
げ
た
決
定

盤
『
ベ
ス
ト
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
』

を
リ
リ
ー
ス
し
、
シ
ー
ン
に
衝
撃
を
与

え
た
岡 

幸
二
郎
。
そ
の
後
、
こ
の
ス

タ
イ
ル
は
ト
ッ
プ
・
ス
タ
ー
で
あ
る
彼

の
〝
定
番
〞
と
な
り
、
各
地
で
同
様

の
コ
ン
サ
ー
ト
公
演
を
成
功
さ
せ
て
き

た
。

　
「
Ｃ
Ｄ
の
発
売
か
ら
も
う
７
年
に
な

る
ん
で
す
ね
！ 

最
初
の
頃
は
背
後
か

ら
迫
っ
て
く
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
サ
ウ

ン
ド
の
〝
圧
〞
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
な
い

よ
う
受
け
止
め
る
の
に
必
死
で
ヘ
ト

ヘ
ト
に
な
っ
て
、
ほ
ぼ
１
曲
ご
と
に
水

を
飲
ま
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
ス
テ
ー
ジ

に
立
て
る
ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
」

　
「
ラ
イ
ト
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
」に
は
今
回
で
２
回
目
の
登
場
。

大
阪
交
響
楽
団
と
も
す
で
に
共
演
済
み

岡 

幸
二
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
界
の
ス
タ
ー
が
再
光
臨
！

圧
巻
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
魅
了
す
る

Interview

ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
内
幕
を
描
い
た
１
９ 

５
０
年
の
傑
作
映
画
を
天
才
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
・
ロ
イ
ド
・
ウ
ェ
バ
ー
が
完
全

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
化
し
た
《
サ
ン
セ
ッ
ト

大
通
り
》
か
ら
の
ナ
ン
バ
ー
に
も
注
目
。

〈
ア
ズ
・
イ
フ
・
ウ
ィ
ー
・
ネ
バ
ー
・
セ
ッ

ド
・
グ
ッ
バ
イ
〉
は
忘
れ
ら
れ
た
サ
イ

レ
ン
ト
映
画
時
代
の
大
女
優
ノ
ー
マ
・

デ
ズ
モ
ン
ド
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
歌

う
劇
中
き
っ
て
の
看
板
ソ
ン
グ
だ
が
、

岡
の
歌
う
日
本
語
版
で
は
歌
詞
の
世
界

が
「
映
画
」
か
ら
「
舞
台
」
に
置
き
換

え
ら
れ
て
い
る
の
も
聴
き
ど
こ
ろ
だ
。

　
「
グ
レ
ン
・
ク
ロ
ー
ズ
が
ノ
ー
マ
を

演
じ
た
舞
台
を
ロ
ス
で
観
ま
し
た
が
、

本
当
に
感
動
し
ま
し
た
！ 

で
も
僕
の

た
め
に
忠
の
仁
さ
ん
が
書
き
下
ろ
し
て

く
れ
た
歌
詞
も
素
晴
ら
し
い
。
と
て
も

歌
い
や
す
く
て
覚
え
や
す
か
っ
た
」

  

十
八
番
の
《
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
》

〈
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
オ
ブ
・
ザ
・
ナ
イ
ト
〉

は
想
い
入
れ
の
強
い
特
別
な
曲
だ
。

　
「
劇
団
四
季
の
舞
台
を
何
回
観
た
こ

と
か
…
で
も
や
は
り
学
生
時
代
に
観

た
、
市
村
正
親
さ
ん
（
怪
人
）
＆
山
口

祐
一
郎
さ
ん
（
ラ
ウ
ル
）
に
よ
る
初
演

の
イ
メ
ー
ジ
が
鮮
烈
。
な
の
で
怪
人
の

ナ
ン
バ
ー
を
歌
う
と
僕
の
中
の
ど
こ
か

に
絶
対
、
市
村
さ
ん
が
い
る
ん
で
す
。

そ
う
い
う
こ
と
っ
て
あ
り
ま
す
ね
、
自

分
で
は
意
識
し
て
い
な
く
て
も
。
例
え

ば
以
前
エ
ポ
ニ
ー
ヌ
（
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ

ライト・シンフォニック
コンサートザ・シンフォニーホールの本シリーズに

ミュージカル俳優の岡 幸二郎が2年連続で登場！
前回大好評を博したステージと
大阪交響楽団とのコラボレーションが再び！

ライト・シンフォニックコンサート～大人の贅沢～Interview

大
阪
交
響
楽
団
は
と
て
も

気
持
ち
よ
く
歌
わ
せ
て
く
れ
る

劇
的
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
か
も

…
迷
い
ま
す
ね（
笑
）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

撮影：キセキミチコ

ル
）
の
キ
ラ
ー
チ
ュ
ー
ン
〈
オ
ン
・
マ

イ
・
オ
ウ
ン
〉
を
歌
っ
た
ら
フ
ァ
ン
の

方
に
〝
ブ
レ
ス
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
フ

レ
ー
ジ
ン
グ
に
本
田
美
奈
子
．さ
ん
を

感
じ
る
〞
っ
て
言
わ
れ
て
嬉
し
か
っ
た

…
美
奈
子
と
は
同
い
年
で
、
と
て
も
親

し
か
っ
た
の
で
。
そ
う
い
う
意
味
で
は

今
回
と
り
あ
げ
る
《
ミ
ス
・
サ
イ
ゴ
ン
》

の〈
命
を
あ
げ
よ
う
〉も
彼
女
と
は
切
っ

て
も
切
り
離
せ
な
い
ナ
ン
バ
ー
な
の

で
、
し
っ
か
り
歌
い
上
げ
な
い
と
美
奈

子
に
笑
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
ね
、
頑
張

り
ま
す
！ 

ど
う
か
ご
期
待
く
だ
さ
い
」

（
取
材
・
文　

東
端
哲
也
）

[指揮]横山 奏　[ゲスト]岡 幸二郎　[管弦楽]大阪交響楽団
----------------------------------------------------------------------------------

『マイ・フェア・レディ』より君住む街／『ラ・マンチャの男』より見果てぬ夢／『サンセット大通
り』よりアズ・イフ・ウィー・ネバー・セッド・グッバイ／『ジキル＆ハイド』よりア・ニューライフ／

『レ・ミゼラブル』より夢やぶれて／『ミス・サイゴン』より命をあげよう／『オペラ座の怪人』よ
りミュージック・オブ・ザ・ナイト　ほか
----------------------------------------------------------------------------------
2022.5/21（土） 2:00PM
S 8,000円　A 6,000円　プラチナ 10,000円 （税込）
[お問い合わせ] ザ・シンフォニーチケットセンター 06-6453-2333
[主催] ザ・シンフォニーホール／公益社団法人大阪交響楽団

発売中

ライト・シンフォニックコンサートとは？
ザ・シンフォニーホールと大阪交響楽団がタッグを組み、ザ・シンフォ

ニーホール開館3 5周年イヤーの2 017年にスタート。普段、クラシック

音楽に接する機会が少ない〝大人〟の音楽ファンにとって、〝ライト（気

軽）〟に楽しむことができる〝贅沢〟な空間になればと企画された人気

シリーズ。これまで、川井郁子、村治奏一、三浦一馬といった実力派が

ゲストとして登場。岡 幸二郎は昨年に続き2度目のゲスト出演となる。

～大人の贅沢～

大阪交響楽団
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コロナ前の2019年10月3日のコンサート。コンサート
後はお客様から鳴り止まない拍手が起こり、大盛り上
がりとなった。

た
カ
タ
チ
で
元
気
を
届
け
た
い
。
古
澤

さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は

と
っ
て
お
き
の
ナ
ン
バ
ー
も
用
意
し

て
い
る
の
で
、
共
演
を
是
非
楽
し
み
に

し
て
い
て
く
だ
さ
い
。
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｂ
Ｂ
な

ら
で
は
の
面
白
く
、
楽
し
い
ア
レ
ン
ジ

で
挑
み
ま
す
」

[スペシャル・ゲスト]古澤 巖（ヴァイオリン）
[演奏]The Symphony Hall Big Band
--------------------------------------------------------------------------
ロベルト・ディ・マリーノ：マリーノコンチェルト 第6番 「海」より／
セプテンバー／ダンシング・クイーン／マンマ・ミーア！／スティー
ヴィー・ワンダー・メドレー　ほか
--------------------------------------------------------------------------
2022.5/12（木） 7:00PM
全席指定 7,500円 （税込）
[お問い合わせ]大阪アートエージェンシー 072-648-3852
[主催]ザ・シンフォニーホール

た
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
“
前
回
こ
の
曲

を
や
っ
た
か
ら
、
今
回
も
同
じ
曲
を
や

ろ
う
”
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
毎
回
新

し
い
曲
を
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い

た
ん
で
す
。
１
度
限
り
の
演
奏
で
終
わ

る
の
は
正
直
も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
け
ど
（
笑
）、
だ

か
ら
こ
そ
、
来
場
し
て
く
れ
た
お
客
さ

ん
に
と
っ
て
は
レ
ア
で
す
よ
ね
！
前
回

の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
過
去
に
共
演
し

た
曲
も
演
奏
し
た
ん
で
す
が
、
毎
回
ス

ペ
シ
ャ
ル
シ
ョ
ー
で
す
よ
。ま
さ
に〝
こ

こ
で
し
か
聴
け
な
い
〞
音
楽
。
古
澤
さ

ん
と
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｂ
Ｂ
と
じ
ゃ
な
い
と
〝
こ

の
曲
を
こ
ん
な
ふ
う
に
聴
け
な
い
〞
と

い
う
音
楽
で
す
」

　

気
に
な
る
今
回
の
テ
ー
マ
は
〝
デ
ィ

ス
コ
〞
。「
セ
プ
テ
ン
バ
ー
」
や
「
ダ

ン
シ
ン
グ
・
ク
イ
ー
ン
」
な
ど
、
王
道

ナ
ン
バ
ー
が
並
ぶ
。

　
「
ジ
ャ
ズ
と
デ
ィ
ス
コ
。
発
祥
の
時

代
は
違
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
、
ダ
ン

ス
ホ
ー
ル
で
流
れ
て
い
る
音
楽
と
い

う
同
じ
背
景
が
あ
り
ま
す
。
デ
ィ
ス
コ

は
、
戦
後
の
経
済
不
況
に
キ
ラ
キ
ラ
と

光
が
射
す
よ
う
に
、
世
界
中
を
元
気
づ

け
て
き
た
音
楽
。
年
代
、
国
境
、
人
種
、

す
べ
て
の
垣
根
を
取
っ
払
っ
て
み
ん

な
で
盛
り
上
げ
よ
う
と
元
気
づ
け
て

き
た
音
楽
で
す
よ
ね
。
今
、
コ
ロ
ナ

の
終
息
が
ま
だ
ま
だ
見
え
な
い
状
況

な
の
で
、
前
回
の
公
演
と
は
ま
た
違
っ

演
か
ら
今
回
で
６
度
目
と
な
る
。
菊
池

は
、
古
澤
に
つ
い
て
、「
い
わ
ず
と
知

れ
た
日
本
が
世
界
に
誇
る
名
手
で
ス

タ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
り
な
が
ら
、
常

に
新
し
い
こ
と
を
考
え
て
挑
み
、〝
次
〞

を
見
据
え
て
い
る
方
。
古
澤
さ
ん
と
の

公
演
は
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
」
と
話

す
。

　
「
毎
回
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
曲
を
プ
ロ
グ

レ
ッ
シ
ブ
・
ロ
ッ
ク
な
ど
、
激
し
い
リ

ズ
ム
の
ア
レ
ン
ジ
に
し
た
り
、
弦
楽
四

重
奏
の
曲
を
ジ
ャ
ズ
ア
レ
ン
ジ
に
し
た

り
。
さ
ら
に
は
毎
年
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て

い
る
古
澤
さ
ん
の
新
譜
か
ら
の
曲
を
ア

レ
ン
ジ
し
て
演
奏
を
し
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
打
ち
込
み
で
作
っ
た
伴
奏
は
一

切
な
く
、
す
べ
て
生
演
奏
だ
か
ら
逆
に

１
２
０
％
の
チ
カ
ラ
で
挑
ん
で
い
ま

す
」

　

そ
の
言
葉
ど
お
り
、
想
像
の
上
の
上

を
い
く
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す

る
の
が
、
古
澤
巖
と
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｂ
Ｂ
。

　
「
初
回
か
ら
４
回
目
の
共
演
ま
で
は
、

演
奏
曲
が
1
度
も
被
る
こ
と
が
な
か
っ

The Symphony Hall Big Band Vol..17 ～Music Director 菊池寿人～Interview

　
「
１
年
半
ぶ
り
、〝
メ
ン
バ
ー
緊
急

招
集
〞
で
行
わ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト

（
２
０
２
１
年
12
月
４
日
）
で
は
、〝
お

客
さ
ん
に
元
気
を
与
え
た
い
！
〞
と
い

う
一
心
で
、
皆
が
喜
ん
で
く
れ
る
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

挑
み
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
声
を
出
し
た

り
立
ち
上
が
っ
た
り
は
出
来
な
い
け

ど
、
お
客
さ
ん
が
ノ
リ
ノ
リ
で
楽
し
ん

で
く
れ
て
い
る
熱
気
が
伝
わ
っ
て
き

て
、
僕
た
ち
の
方
こ
そ
お
客
さ
ん
か
ら

元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。〝
久
し
ぶ
り

に
ス
カ
ッ
と
し
た
〞 〝（
い
い
意
味
で
）

お
な
か
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
〞
と
い
う

あ
り
が
た
い
言
葉
も
頂
い
て
。
た
く
さ

ん
の
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
の

で
、
次
に
つ
な
が
る
コ
ン
サ
ー
ト
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
！
」

　

12
月
に
開
催
さ
れ
た
ば
か
り
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
つ
い
て
、
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｙ
ｍ

ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｙ 

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ 

Ｂ
ｉ
ｇ 

Ｂ
ａ

ｎ
ｄ
（
以
下
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｂ
Ｂ
）
の
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
菊
池
寿
人（
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
）
は
嬉
し
そ
う
に
感
想
を

語
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
成
功
を
収
め
た
コ
ン

サ
ー
ト
で
次
回
Ｖ
ｏ
ｌ
．
17
の
開
催
を

発
表
！
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
古
澤 

巖
を
迎
え
る
。

　

古
澤 

巖
と
は
２
０
１
６
年
の
初
共

～Music Director 菊池寿人～

ヴァイオリニスト 古澤 巖との共演再び！
まさに“ここでしか聴けない”
コラボレーション！

The Symphony Hall Big Bandが次回公演を早くも発表！
ヴァイオリニスト 古澤 巖を迎え、6回目の共演！
ファンの期待も高まる今回の公演について、
ミュージックディレクターの菊池寿人にインタビュー。

古澤 巖とTSHBBの2020年7月20日のコンサートの様子。
この日は“ラテン”をテーマにステージを繰り広げた。

スペシャルゲスト

古澤 巖（ヴァイオリン）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

毎
回
ス
ペ
シ
ャ
ル
シ
ョ
ー
。

〝こ
こ
で
し
か
聴
け
な
い
〟音
楽

僕
た
ち
の
方
こ
そ

お
客
様
か
ら
元
気
を
も
ら
え
た

先行予約：1/20（木）　一般発売：1/23（日）

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト 

菊
池
寿
人

　

最
後
に
次
回
の
公
演
も
楽
し
み
に

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
お
客
様
に
は

こ
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
る
。

　
「
今
回
も
お
客
様
に
元
気
を
お
届
け

す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
ま
す
。

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
が
ダ
ン
ス

ホ
ー
ル
に
変
わ
る
よ
う
な
ス
テ
ー
ジ

Interview

キ
ラ
キ
ラ
と
光
が
射
す
よ
う
に
、

世
界
中
を
元
気
づ
け
て
き
た
音
楽

に
し
た
い
で
す
ね
。
踊
り
だ
し
た
く

な
る
よ
う
な
、
明
る
く
て
楽
し
く
て
、

キ
ラ
キ
ラ
し
た
音
楽
。
皆
様
に
パ
ワ
ー

を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
回
も
ス
ペ

シ
ャ
ル
な
ス
テ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
る

の
で
、
体
中
で
受
け
止
め
て
、
思
う
存

分
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
」
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ラ
シ
ッ
ク
・
シ
ー
ン
の
方
と
共
演
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
僕
自
身
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
語
法
が
し
っ
く
り
き
ま
す

ね
」

　

大
阪
を
愛
し
て
や
ま
な
い
三
浦
に

と
っ
て
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

は
心
地
よ
い
場
所
だ
と
い
う
。

　
「
や
っ
ぱ
り
客
席
と
舞
台
の
距
離
が

近
く
、
親
密
さ
が
あ
る
の
が
特
徴
で

す
ね
。
奥
の
客
席
に
い
く
に
つ
れ
空
間

が
ぐ
っ
と
広
が
っ
て
い
く
感
じ
で
、
演

奏
し
て
い
る
と
、
音
が
ホ
ー
ル
を
回
っ

て
い
く
よ
う
な
感
覚
に
な
り
ま
す
。
大

阪
で
は
粉
も
の
を
食
べ
る
の
も
楽
し

み
の
ひ
と
つ
で
す
。
ホ
ー
ル
近
く
に
も

美
味
し
い
お
店
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
ま

た
、
大
阪
駅
前
ビ
ル
も
、
食
べ
た
り
買

い
物
し
た
り
で
き
る
お
気
に
入
り
の
場

所
で
す
ね
」

　

三
浦
一
馬
キ
ン
テ
ー
ト
と
し
て
は
約

３
年
半
ぶ
り
の
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
公
演
。
三
浦
に
と
っ
て
も
待
ち

遠
し
い
と
い
う
。

　
「
大
阪
の
み
な
さ
ん
に
は
、
い
つ
も

あ
た
た
か
く
迎
え
て
い
た
だ
い
て
感
謝

し
て
い
ま
す
。〝
熱
狂
の
タ
ン
ゴ
〞
は

特
別
な
思
い
が
こ
も
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
の
で
、
ご
一
緒
に
素
晴
ら
し
い
時

間
を
共
有
す
る
の
が
、
今
か
ら
待
ち

遠
し
い
で
す
」（

取
材
・
文　

伊
藤
制
子
）

　

楽
器
を
手
に
す
っ
と
佇
む
姿
に
は
思

わ
ず
目
を
奪
わ
れ
る
。
最
近
染
め
た
と

い
う
グ
レ
ー
の
上
品
な
髪
が
よ
く
映
え

る
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
奏
者
の
三
浦
一
馬
。

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
は
毎
年

登
場
し
、
大
阪
の
お
客
様
に
は
お
馴
染

み
の
三
浦
が
、
自
ら
率
い
る
キ
ン
テ
ー

ト
（
五
重
奏
）
で
ス
テ
ー
ジ
へ
。〝
熱

狂
の
タ
ン
ゴ
〞
と
題
し
て
オ
ー
ル
・
ピ

ア
ソ
ラ
･
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
演
奏
す
る
。

　
「
大
阪
は
人
も
街
も
大
好
き
。
今
で

も
大
阪
を
訪
れ
る
と
胸
が
と
き
め
き

ま
す
」
と
熱
烈
な
〝
大
阪
愛
〞
を
口

に
し
て
く
れ
た
三
浦
。
ま
ず
は
、〝
バ

ン
ド
ネ
オ
ン
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た

い
〞
と
い
う
Ｓ
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｎ
ｉ
ａ
読
者

の
要
望
に
応
え
て
、
取
材
冒
頭
で
ま
ず

バ
ン
ド
ネ
オ
ン
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明

し
て
く
れ
た
。

　
「
今
使
用
し
て
い
る
の
は
、
恩
師
ネ

ス
ト
ル
･
マ
ル
コ
ー
ニ
か
ら
譲
り
う
け

た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
･
ア
ー
ノ
ル
ド
社
製

の
も
の
で
、７
キ
ロ
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
。

楽
器
は
利
き
足
（
三
浦
は
右
）
に
お
い

て
弾
く
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
両

足
を
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
右
手

が
高
音
、
左
手
が
低
音
を
担
当
。
右

側
に
あ
る
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
音
が
出
ま

す
。
左
側
に
は
蓋
が
つ
い
て
お
り
、
そ

こ
を
叩
く
の
も
技
法
の
ひ
と
つ
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
弾
い
て
い
る
姿
に
も
ご
注
目

く
だ
さ
い
。
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
は
現
在
で

[バンドネオン]三浦一馬　[ヴァイオリン]石田泰尚
[コントラバス]黒木岩寿　[ギター]大坪純平　[ピアノ]山田武彦
-----------------------------------------------------------------------------
デカリシモ／フーガ9／ブエノスアイレスの冬／ブエノスアイレスの夏／ブエノス
アイレスの秋／ブエノスアイレスの春／現実との3分間／ルンファルド／レビラード
／カリエンテ／ミケランジェロ‘70／悪魔のロマンス／ムムキ
-----------------------------------------------------------------------------
2022.5/8（日） 2:00PM
全席指定 5,500円 （税込）
[お問い合わせ] Mitt 03-6265-3201
[主催] 日本コロムビア株式会社／ザ・シンフォニーホール

熱狂のタンゴ

ピアソラ没後30周年記念プロジェクト

三浦一馬
キンテート
2022

ピアソラ没後30周年記念プロジェクト 三浦一馬キンテート 2022 熱狂のタンゴInterview

今
、全
国
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
い
る

三
浦
一
馬
キ
ン
テ
ー
ト
が

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
を

熱
狂
へ
導
く
！

バンドネオン、ピアノ、ヴァイオリン、ギター、コントラバスという、
アストル・ピアソラが生涯に渡りこだわり続けた編成で、タンゴファンのみならず、

聴くものすべてを惹きつける三浦一馬キンテート。
キンテートとしては約3年半ぶりとなるステージについて、話を聞きました！

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

石
田
泰
尚

ピ
ア
ノ 

山
田
武
彦

ギ
タ
ー 

大
坪
純
平

バ
ン
ド
ネ
オ
ン 

三
浦
一馬

コ
ン
ト
ラ
バ
ス 

黒
木
岩
寿

は
作
ら
れ
て
お
ら
ず
、オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、

個
人
間
の
売
買
が
多
い
印
象
で
す
ね
」

　

彼
が
持
つ
こ
の
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
は
、

〝
ス
ト
ラ
ド
級
〞
と
い
え
る
ほ
ど
の
銘

器
だ
と
い
う
。

　
「
表
現
の
レ
ン
ジ
が
も
の
す
ご
く
広

く
て
、
超
弱
音
か
ら
大
音
量
ま
で
、
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
幅
が
大
変
大
き
い
で

す
。
ま
た
鳴
り
が
全
然
違
い
ま
す
ね
。

こ
の
楽
器
と
出
会
っ
て
、
自
分
の
演
奏

が
さ
ら
に
深
化
し
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
癖
が
強
く
、
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
の
よ
う

な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
楽
器
か
ら

教
え
ら
れ
、
導
か
れ
て
い
る
よ
う
な
感

じ
で
す
」

　

今
回
は
ピ
ア
ソ
ラ
自
身
が
考
案
し

た
タ
ン
ゴ
の
五
重
奏
（
キ
ン
テ
ー
ト
）

の
編
成
に
よ
り
、「
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
の
冬
」
な
ど
の
名
作
に
加
え
、
半
数

以
上
が
初
お
披
露
目
と
い
う
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
た
め
の
特
別
プ
ロ

グ
ラ
ム
。
編
曲
は
三
浦
自
身
だ
。

　
「
作
曲
者
の
自
作
自
演
の
録
音
が
た

ぜ
ひ
弾
い
て
い
る
姿
に
も

ご
注
目
く
だ
さ
い

楽
器
か
ら
教
え
ら
れ

導
か
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ

〝
熱
狂
の
タ
ン
ゴ
〟は
特
別
な

思
い
が
こ
も
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

発売中

©Shigeto Imura

撮影：鈴木久美子

©Shigeto Imura

©Shigeto Imura

©Shigeto Imura

Interview

く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
編
曲
し
て
い
ま

す
。
タ
ン
ゴ
は
即
興
性
が
高
く
、
ピ
ア

ソ
ラ
自
身
の
楽
譜
に
も
す
べ
て
は
記

譜
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
録
音
が
原
典

の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。
今
回
は
こ

う
し
た
録
音
を
元
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

忠
実
な
編
曲
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
メ

ン
バ
ー
の
中
で
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
石

田
泰
尚
さ
ん
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
黒
木

岩
寿
さ
ん
は
、
神
奈
川
フ
ィ
ル
で
の
初

共
演
以
来
、
ご
一
緒
し
て
い
ま
す
。
ピ

ア
ノ
の
山
田
武
彦
さ
ん
は
、
ニ
ー
ノ
･

ロ
ー
タ
特
集
の
演
奏
会
で
共
演
し
て

か
ら
の
お
つ
き
あ
い
。
ギ
タ
ー
の
大
坪

純
平
さ
ん
も
、
２
０
１
１
年
か
ら
ず
っ

と
キ
ン
テ
ー
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
キ
ン
テ
ー
ト
は
究
極
の
編

成
で
、
音
響
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
完

成
度
が
高
く
て
隙
の
な
い
と
こ
ろ
が

特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。
低
重
心
の
サ
ウ

ン
ド
と
で
も
い
え
る
で
し
ょ
う
か
。
低

音
を
し
っ
か
り
支
え
て
も
ら
う
な
か
、

バ
ン
ド
ネ
オ
ン
や
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
綺

麗
に
響
く
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
。
今
は
ク
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ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
が
誇

る
、
ス
イ
ス
・
ク
ー
ン
社
製
の
豊
麗
で

ク
リ
ア
な
音
色
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
。

３
７
３
２
本
も
の
パ
イ
プ
を
持
つ
本
格

的
な
銘
器
で
、
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
近
現

代
ま
で
の
幅
広
い
音
楽
を
演
奏
で
き
る

の
が
魅
力
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
性
能

を
最
高
の
音
響
空
間
で
満
喫
で
き
る
夏

の
恒
例
企
画
と
し
て
定
着
し
て
い
る
の

が
、「
真
夏
の
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」

だ
。
毎
年
個
性
豊
か
な
実
力
派
を
迎
え

て
好
評
を
博
し
て
き
た
が
、
今
年
は
、

１
９
９
５
年
イ
タ
リ
ア
生
ま
れ
の
俊
才

ニ
コ
ラ
・
プ
ロ
カ
ッ
チ
ー
ニ
が
登
場
す

る
！

　

母
国
だ
け
で
な
く
、
オ
ル
ガ
ン
の

本
場
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
で
も
研
鑽

を
積
ん
だ
彼
は
、
２
０
１
７
年
の
ア
ガ

テ
ィ
ー
ト
ロ
ン
チ
国
際
オ
ル
ガ
ン
コ
ン

ク
ー
ル
第
２
位
を
経
て
、
２
０
１
８
年

の
難
関
ブ
ク
ス
テ
フ
ー
デ
国
際
オ
ル
ガ

ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
見
事
優
勝
。
現
在
は

世
界
各
地
の
著
名
な
国
際
音
楽
祭
で
も

活
躍
中
だ
が
２
０
２
１
年
に
札
幌
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
Ｋ
ｉ
ｔ
ａ
ｒ
ａ
の
第
22

代
専
属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
に
就
任
し
た
こ

と
で
、
知
名
度
を
一
気
に
高
め
て
い
る
。

　

な
お
、
Ｋ
ｉ
ｔ
ａ
ｒ
ａ
の
大
ホ
ー
ル

に
は
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ケ

ル
ン
社
が
製
造
し
た
美
し
く
凛
と
し

た
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
聳
え
立
っ
て
お

り
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
と
同

[オルガン]ニコラ・プロカッチーニ
-----------------------------------------------------------------------------
J.S.バッハ：前奏曲とフーガ ト短調 BWV 535／いと高きところにいます神にのみ
栄光あれ BWV 676／フーガ ト短調 「小フーガ」 BWV 578／バビロン川のほ
とりに BWV 653b／トリオ・ソナタ第5番 ハ長調 BWV 529／いと高きところに
います神にのみ栄光あれ BWV 663／フーガ ハ短調 BWV 575／汝イエスよ、
いま天より降りたもうやBWV650／幻想曲 ト長調 BWV 572
-----------------------------------------------------------------------------
2022.7/30（土） 2:00PM  休憩なし。約60分のコンサートです。

全席指定 3,000円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

ALL BACH
オールバッハ名曲選!! 真夏のオルガンコンサート 2022Review

夏
恒
例
！ 

大
人
気
シ
リ
ー
ズ
！

イ
タ
リ
ア
か
ら
の

新
鋭
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
登
場
！

第
22
代
札
幌
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

専
属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト

ニ
コ
ラ・プ
ロ
カ
ッ
チ
ー
ニ

様
に
様
々
な
オ
ル
ガ
ン
公
演
を
企
画
。

そ
う
し
た
経
緯
か
ら
大
阪
と
札
幌
の
２

ホ
ー
ル
は
長
年
交
流
を
深
め
て
お
り
、

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
過
去
に
Ｋ
ｉ
ｔ
ａ

ｒ
ａ
の
専
属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
を
２
度
招

い
て
大
成
功
を
収
め
て
き
た
（
逆
に
Ｋ

ｉ
ｔ
ａ
ｒ
ａ
で
も
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
の
特
別
協
力
で
、
名
物
企
画
で

あ
る
「
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
×
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
」
公
演
を
過
去

に
２
度
行
っ
て
い
る
）。

　

今
回
も
名
曲
揃
い
の
オ
ー
ル
・
バ
ッ

ハ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
。「
前
奏
曲
と
フ
ー

ガ
Ｂ
Ｗ
Ｖ
５
３
５
」「
小
フ
ー
ガ
Ｂ
Ｗ
Ｖ

５
７
８
」「
幻
想
曲
Ｂ
Ｗ
Ｖ
５
７
２
」
と

い
っ
た
お
な
じ
み
の
荘
厳
な
ナ
ン
バ
ー
。

曲
名
は
同
じ
で
、
い
ず
れ
も
晴
れ
や

か
で
輝
か
し
い
曲
想
だ
が
、
巧
み
に
異

な
る
装
い
を
見
せ
る
Ｂ
Ｗ
Ｖ
６
７
６
＆

先行予約：1/20（木）　一般発売：1/23（日）

毎
年
豊
か
な
実
力
派
を
迎
え
る

オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

６
６
３
の
「
い
と
高
き
と
こ
ろ
に
い
ま

す
神
に
の
み
栄
光
あ
れ
」
な
ど
、
自
ら

も
高
名
な
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
だ
っ
た
〝
音

楽
の
父
〞
バ
ッ
ハ
の
醍
醐
味
を
存
分
に

味
わ
え
る
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
な
っ
て
い

る
の
が
嬉
し
い
。

　

そ
れ
を
知
的
で
変
幻
自
在
な
超
絶
技

巧
を
持
ち
味
と
す
る
プ
ロ
カ
ッ
チ
ー
ニ

の
妙
技
で
味
わ
え
る
今
回
の
公
演
。
弾

き
慣
れ
た
フ
ラ
ン
ス
製
の
オ
ル
ガ
ン
か

ら
ス
イ
ス
製
に
換
え
て
臨
む
こ
と
に
な

る
。
そ
ん
な
オ
ル
ガ
ン
界
の
若
き
貴
公

子
が
大
阪
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
殿
堂
で
繰

り
広
げ
る
新
疾
走
に
大
き
な
期
待
と
注

目
が
集
ま
る
！

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

オールバッハ名曲選!!
真夏のオルガンコンサート 2022
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[ヴァイオリン]石田泰尚、佐久間聡一、塩田 脩、ビルマン聡平、丹羽洋輔、竹内 弦
[ヴィオラ]中村洋乃理、萩谷金太郎、鈴村大樹
[チェロ]辻本 玲、門脇大樹、大宮理人　[コントラバス]米長幸一
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ホルスト:セントポール組曲／レスピーギ:リュートのための古風な舞曲とアリア第三組曲／バルトーク(ヴィルナー
編曲):ルーマニア民族舞曲／シルヴェストリ(松岡あさひ編曲):バック･トゥ･ザ･フューチャー／チャップリン(松岡あ
さひ編曲):スマイル／レインボー（近藤和明編曲):スターゲイザー／ローリング･ストーンズ（松岡あさひ編曲):悲し
みのアンジー／ディープ･パープル(近藤和明編曲):紫の炎
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.5/3（火･祝） 2:00PM
S 6,600円　A 5,500円　B 4,400円　学生券（25歳以下）2,000円 （税込）
[お問い合わせ]キョードーインフォメーション 0570-200-888
[主催]キョードー大阪／キョードー東京

な
ん
で
す
」

　

巷
で
は
〝
硬
派
〞
と
い
う
フ
レ
ー
ズ

で
評
判
の
石
田
組
は
男
性
演
奏
者
の
み

で
構
成
さ
れ
た
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
。

２
０
１
４
年
の
正
式
結
成
以
来
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
・
シ
ー
ン
を
席
巻
し
て
き
た
ド

リ
ー
ム
・
チ
ー
ム
だ
。

　
「
当
時
、
自
分
が
所
属
し
て
い
た
楽
団

の
オ
ー
ボ
エ
奏
者
の
方
か
ら
の
依
頼
で
、

Ｃ
Ｄ
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
用
に
ス
ト
リ

ン
グ
ス
の
メ
ン
バ
ー
を
敢
え
て
男
だ
け

で
揃
え
て
み
た
ら
、
ス
タ
ジ
オ
の
中
の

風
景
が
何
と
も
壮
観
で
カ
ッ
コ
イ
イ
な

と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
き
っ
か
け

に
し
て
活
動
を
始
め
て
み
た
ら
、
野
郎

ば
っ
か
り
な
の
で
リ
ハ
ー
サ
ル
の
時
か

ら
男
子
校
の
ノ
リ
で
楽
し
い
（
笑
）。
お

互
い
に
何
で
も
話
せ
る
し
、
自
分
が
多

少
厳
し
い
こ
と
言
っ
て
も
平
気
（
笑
）。

〝
硬
派
〞
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
は
横
浜
み
な

と
み
ら
い
ホ
ー
ル
で
の
公
演
で
、
企
画

担
当
の
方
が
考
え
て
く
れ
た
も
の
を
、

そ
の
ま
ま
気
に
入
っ
て
使
わ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
」

  

通
常
13
名
の
メ
ン
バ
ー
は
流
動
的
。

こ
れ
ま
で
参
加
し
た
こ
と
の
あ
る
プ
レ

イ
ヤ
ー
は
ト
ー
タ
ル
で
50
名
を
超
え
る

と
い
う
。

　
「〝
入
れ
て
く
だ
さ
い
〞
っ
て
来
て
く

れ
た
人
も
、
僕
の
方
か
ら
声
を
か
け
た

人
も
い
る
。
ど
ん
ど
ん
大
所
帯
に
な
っ

て
だ
ん
だ
ん
12
人
を
選
ぶ
の
が
難
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。〝
最
近
呼
ん
で
く
れ

な
い
で
す
ね
〞
な
ん
て
言
わ
れ
る
と
ツ

ラ
い
で
す
ね
。
今
回
は
何
と
な
く
大
阪

に
ゆ
か
り
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
を
集
め
ま

　

神
奈
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
の
首
席
ソ
ロ
・
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー

や
京
都
市
交
響
楽
団
の
特
別
客
演
コ
ン

サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
務
め
つ
つ
、
ソ
ロ

や
様
々
な
ユ
ニ
ッ
ト
で
活
躍
し
カ
リ
ス

マ
的
人
気
を
集
め
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
。
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
も
、

バ
ン
ド
ネ
オ
ン
奏
者
の
三
浦
一
馬
が
率

い
る
キ
ン
テ
ー
ト
や
東
京
グ
ラ
ン
ド
・

ソ
ロ
イ
ス
ツ
の
一
員
と
し
て
登
場
。
昨

年
７
月
に
ブ
ラ
ー
ム
ス
や
グ
リ
ー
グ
の

ソ
ナ
タ
を
演
奏
し
た
鮮
烈
な
ソ
ロ
公
演

も
記
憶
に
新
し
い
。

　

し
か
し
意
外
に
も
、
石
田
組
と
し
て

本
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
の
は
今

度
が
初
め
て
だ
と
い
う
。

　
「
全
然
、
避
け
て
い
た
わ
け
じ
ゃ
な
い

ん
で
す
よ
（
笑
）、
響
き
も
そ
う
で
す
し

お
客
さ
ん
の
反
応
も
大
好
き
な
ホ
ー
ル

で
す
。
大
阪
で
の
公
演
自
体
が
〝
初
〞

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

石
田
泰
尚

超ド級の演奏でクラシック・シーンを席巻する
「石田組」がついに大阪に初上陸！

し
た
。
例
え
ば
広
島
交
響
楽
団
の
第
１

コ
ン
マ
ス
で
あ
る
佐
久
間
（
聡
一
）
は

以
前
、
大
阪
フ
ィ
ル
の
首
席
奏
者
だ
っ

た
の
で
、
真
っ
先
に
声
を
か
け
た
り
、

そ
ん
な
ふ
う
に
固
め
て
い
っ
て
…
後
は

も
う
直
感
で
す
！
」

　

精
鋭
た
ち
に
よ
る
清
々
し
い
プ
レ
イ

と
共
に
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
選
曲

も
こ
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
魅
力
。

　「
５
月
の
公
演
は
石
田
組
と
し
て
〝
王

道
〞
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
臨
み
ま
す
。
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
名
旋
律
か
ら
《
バ
ッ
ク
・

ト
ゥ
・
ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
》
や
チ
ャ
ッ

プ
リ
ン
作
品
な
ど
の
映
画
音
楽
、
ス

ト
ー
ン
ズ
や
デ
ィ
ー
プ
・
パ
ー
プ
ル
な

ど
の
ロ
ッ
ク
・
ナ
ン
バ
ー
ま
で
、
色
ん

な
ジ
ャ
ン
ル
を
取
り
揃
え
て
お
客
さ
ん

に
喜
ん
で
も
ら
う
の
が
我
々
の
コ
ン
セ

プ
ト
。
初
め
て
の
大
阪
公
演
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
や
っ
て
き
た
こ

と
で
勝
負
し
た
い
で
す
ね
」

　

演
奏
も
〝
超
ド
級
〞
だ
が
、
遠
く
か

ら
で
も
石
田
と
わ
か
る
〝
こ
だ
わ
り
〞

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
目
を
惹
く
。

　
「
目
立
つ
服
装
だ
け
ど
、
単
に
い
い
な

と
思
う
も
の
を
着
て
い
る
だ
け
。〝
迷
わ

ず
、
自
分
ら
し
く
〞
が
信
条
。
演
奏
も

同
じ
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
時
も
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
で
も
ソ
ロ
で
も
変
わ
り
な
い
、

た
だ
そ
れ
ぞ
れ
で
果
た
す
役
割
が
違
う

だ
け
で
す
。
僕
と
し
て
は
、
お
客
さ
ん

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
乗
り
合
わ
せ
た
メ

ン
バ
ー
全
員
に
楽
し
ん
で
欲
し
い
ん
で

す
。
そ
の
た
め
の
雰
囲
気
作
り
に
も
努

め
て
い
ま
す
」

  

最
後
に
公
演
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

お
客
様
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伺
う
と
。

　
「
ず
っ
と
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
で
や
り
た
か
っ
た
の
で
、
誰
よ
り
も

自
分
が
い
ち
ば
ん
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま

す
。
と
に
か
く
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が

素
晴
ら
し
く
て
聴
か
せ
ど
こ
ろ
も
た
っ

ぷ
り
。
初
め
て
の
方
で
も
絶
対
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
う
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
ま

だ
ま
だ
先
が
見
え
な
い
世
の
中
で
す
が
、

ど
ん
な
時
で
も
で
き
る
こ
と
を
や
る
だ

け
。
来
年
も
す
ご
く
い
い
年
に
し
た
い

で
す
！
」

（
取
材
・
文　

東
端
哲
也
）

硬派弦楽
アンサンブル
「石田組」

ヴァイオリニスト 石田泰尚が結成した硬派弦楽アンサンブル
「石田組」がついにザ・シンフォニーホールのステージに登場する。
精鋭12名を率いて、クラシックの名曲から名作映画音楽、
ロックナンバーまで、“超ド級”の演奏で大阪のファンを魅了する。

硬派弦楽アンサンブル「石田組」Interview

先行予約:1/20（木）　一般発売:1/29（土）

響
き
も
お
客
さ
ん
の
反
応
も

大
好
き
な
ホ
ー
ル

誰
よ
り
も
自
分
が
い
ち
ば
ん

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す

お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が

我
々
の
コ
ン
セ
プ
ト

大
阪
に
ゆ
か
り
の
あ
る

メ
ン
バ
ー
を
集
め
ま
し
た

野
郎
ば
っ
か
り
。リ
ハ
ー
サ
ル
の

時
か
ら
男
子
校
の
ノ
リ

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

Interview

ビルマン聡平（ヴァイオリン）

鈴村大樹（ヴィオラ）

佐久間聡一（ヴァイオリン）

中村洋乃理（ヴィオラ）

塩田 脩（ヴァイオリン）

大宮理人（チェロ） 竹内 弦（ヴァイオリン）

門脇大樹（チェロ） 丹羽洋輔（ヴァイオリン）

辻本 玲（チェロ）

萩谷金太郎（ヴィオラ）

米長幸一（コントラバス）
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第255回定期演奏会　
5/13（金）  [指揮]山下一史　[ソプラノ]石橋栄実
ワーグナー：ジークフリート牧歌／R.シュトラウス：4つの最後の歌、交響詩「英雄の生
涯」
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
第256回定期演奏会
6/29（水）  [指揮]外山雄三　[チェロ]タマーシュ・ヴァルガ
ハイドン：チェロ協奏曲 第2番 ニ長調 op.101 Hob. Vllb-2／シューベルト：交響曲 
第9番 ハ長調 D944「ザ・グレイト」
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
第257回定期演奏会
7/22（金）  [指揮]ガブリエル・フェルツ
[ヴァイオリン]白井 圭　[チェロ]門脇大樹
ブラームス：悲劇的序曲 op.81／ヴァイオリンとチェロのための二重協奏曲 イ短調 
op.102／ベートーヴェン：交響曲 第7番 イ長調 op.92
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
第258回定期演奏会
9/2（金）  [指揮]髙橋直史　[ソプラノ]並河寿美
フェルディナント・ヒラー：「デメートリウス」序曲 op.145／シェーンベルク：6つの歌 
op.8／シューマン：交響曲 第1番 変ロ長調 op.38「春」
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
第259回定期演奏会
10/27（木）  [指揮]グイード・マリア・グイーダ　[アルト]片桐仁美
[合唱]大阪響コーラス　[合唱指揮]中村貴志
ブラームス：アルト・ラプソディ op.53、運命の歌 op.54／シューマン：交響曲 第2番 
ハ長調 op.61
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
第260回定期演奏会　
12/8（木）  [指揮]オーラ・ルードナー　[ピアノ]熊本マリ
モーツァルト：ピアノ協奏曲 第12番 イ長調 K.414(385p)／ブルックナー：交響曲 
第6番 イ長調
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
第261回定期演奏会
2023.2/5（日）  [指揮]柴田真郁　[王子]高橋達也　[外国の王女]砂田愛梨
[ルサルカ]森谷真理　[水の精]田中由也　[イェジババ]福原寿美枝
[森の番人]晴 雅彦　[料理人の少年]村松稔之
[森の精]端山梨奈　白石優子　瀬戸口文乃　[狩人]荏原孝弥
[合唱]大阪響コーラス　[合唱指揮]中村貴志
ドヴォルザーク：歌劇「ルサルカ」 op.114 演奏会形式 原語(チェコ語)上演（日本語
字幕付き）
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
第262回定期演奏会
2023.3/3（金）  [指揮]山下一史　[ピアノ]河村尚子
シューマン：付随音楽「マンフレッド」 op.115 序曲／ピアノ協奏曲 イ短調 op.54
／メンデルスゾーン：交響曲 第5番 ニ短調 op.107「宗教改革」
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
[お問い合わせ]大阪交響楽団 072-226-5522

※2022-2023シーズンの名曲コンサートの詳細はP6に掲載！ 

全
て
を
表
現
で
き
た
作
曲
家
。
最
初
に

交
響
詩
『
英
雄
の
生
涯
』
を
演
奏
す
る

こ
と
で
、
３
年
間
で
目
指
す
方
向
性
を

示
し
た
い
。
残
る
定
期
で
は
シ
ュ
ー
マ

ン
と
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
を
。
シ
ュ
ー

マ
ン
は
長
調
で
も
悲
し
い
響
き
を
持
つ

複
雑
な
作
曲
家
で
す
。
素
晴
ら
し
い

ソ
リ
ス
ト
を
招
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
手
を

使
っ
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
鼓
舞
し
て
い

き
た
い
」
と
力
強
い
所
信
表
明
を
述
べ

た
。

　

柴
田
は
毎
年
、
演
奏
会
形
式
の
オ
ペ

ラ
に
挑
む
戦
略
を
打
ち
出
し
た
。「
日

本
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
定
期
演
奏
会
と

し
て
は
珍
し
い
試
み
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
最
初
は
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の『
ル

サ
ル
カ
』。
歌
手
の
演
技
が
な
い
の
で
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
本
気
で
表
現
し
な
い

と
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
舞
台
上
で
歌
手
の

後
ろ
で
演
奏
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に

歌
手
と
緊
密
な
関
係
を
作
る
の
か
を
追

求
し
て
い
く
と
、
新
た
な
サ
ウ
ン
ド
が

生
ま
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
」

　

髙
橋
は
年
１
回
の
定
期
演
奏
会
に
タ

イ
ト
ル
を
設
定
す
る
。
初
年
度
は
〈
音

楽
と
文
学
〉
で
、
シ
ュ
ー
マ
ン
の
交
響

曲
第
１
番
「
春
」
を
メ
イ
ン
に
置
い
た
。

　
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
頭
の
中
で
考
え

た
音
楽
の
一
部
分
。
シ
ュ
ー
マ
ン
は
文

学
者
で
も
あ
り
た
か
っ
た
作
曲
家
で
す

か
ら
、
そ
の
内
面
を
紹
介
し
ま
す
。
翌

年
以
降
も
美
術
、
舞
踏
を
テ
ー
マ
に
、

作
曲
家
の
精
神
の
な
ぞ
解
き
を
し
て
い

き
ま
す
」

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
を
舞
台

に
、
歌
心
あ
ふ
れ
る
３
人
の
熱
意
が
大

　

こ
の
春
、
大
阪
交
響
楽
団
（
以
下
大

阪
響
）
の
指
揮
者
陣
が
一
新
す
る
。
常

任
指
揮
者
に
山
下
一
史
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
パ
ー
ト
ナ
ー
に
柴
田
真
郁
、
首
席
客

演
指
揮
者
に
髙
橋
直
史
。
ど
ん
な
〈
大

阪
響
サ
ウ
ン
ド
〉
を
目
指
す
の
か
。
３

人
が
熱
く
語
り
合
っ
た
。

＊

◆
妥
協
せ
ず
、
と
こ
と
ん
議
論
し
た
い

―
―
山
下
一
史

　
「
僕
が
こ
の
中
で
一
番
大
阪
響
を
指

揮
し
て
い
な
い
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
常

任
指
揮
者
が
山
下
で
、
大
阪
響
フ
ァ
ン

は
び
っ
く
り
し
た
と
思
い
ま
す
が
、も
っ

と
驚
い
た
の
は
僕
か
も
し
れ
ま
せ
ん

（
笑
）。
昨
年
春
に
２
度
、
久
し
ぶ
り
に

大
阪
響
の
指
揮
を
し
て
密
度
の
高
い
コ

ン
サ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
力
の
た
ま
も
の
で
す
。
３
年
の

任
期
で
、
三
者
三
様
の
サ
ウ
ン
ド
を
創

り
た
い
で
す
ね
」。
山
下
一
史
は
身
振
り

手
振
り
を
交
え
、
高
い
熱
量
で
語
る
。

　

九
州
交
響
楽
団
、
仙
台
フ
ィ
ル
、
千

葉
交
響
楽
団
な
ど
の
ポ
ス
ト
を
歴
任
。

2022シーズン～START！
大阪交響楽団

大阪交響楽団  指揮者就任インタビューInterview

の
オ
ペ
ラ
で
も
お
な
じ
み
の
顔
だ
。「
若

い
頃
か
ら
大
阪
響
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に
副

指
揮
者
と
し
て
立
ち
会
っ
て
、
充
実
し

た
オ
ペ
ラ
の
サ
ウ
ン
ド
に
魅
力
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
に
初
め
て

本
番
の
指
揮
者
と
し
て
呼
ん
で
も
ら
っ

た
時
に
、
楽
団
員
は
『
楽
譜
ば
か
り
見

な
い
で
』
と
厳
し
か
っ
た
で
す
ね
。
指

揮
者
の
表
情
、
呼
吸
、
全
身
か
ら
伝
わ

る
空
気
感
ま
で
も
求
め
て
く
れ
て
い
る

と
気
づ
か
さ
れ
て
、
本
当
に
鍛
え
ら
れ

ま
し
た
。
だ
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー

ト
ナ
ー
に
、
と
言
っ
て
い
た
だ
い
て
嬉

し
か
っ
た
で
す
ね
」
と
振
り
返
る
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
高
め
合
え

る
関
係
―
―
髙
橋
直
史

　
髙
橋
直
史
も
、
練
習
後
の
楽
屋
に

や
っ
て
来
た
大
阪
響
の
楽
団
員
と
議
論

し
た
経
験
が
あ
る
。「
も
う
10
年
く
ら

い
大
阪
響
で
指
揮
を
し
て
い
ま
す
が
、

音
楽
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
、
私
も
高
め
ら
れ
ま
す
ね
。
楽
団

員
１
人
１
人
が
個
性
豊
か
で
、
大
阪
響

サ
ウ
ン
ド
の
強
烈
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

撮影：荒川 潤

て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
」
と

穏
や
か
に
語
る
。
昨
年
２
月
ま
で
ド
イ

ツ
の
エ
ル
ツ
ゲ
ビ
ル
ゲ
歌
劇
場
の
音
楽

総
監
督
と
同
交
響
楽
団
首
席
指
揮
者
を

務
め
、
今
年
度
か
ら
愛
知
・
金
城
学
院

大
の
音
楽
芸
術
学
科
で
後
進
の
育
成
に

尽
力
す
る
。「
ド
イ
ツ
で
オ
ペ
ラ
と
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
の
両
方
を
や
っ
て
き
て
、

日
本
で
次
世
代
に
音
楽
の
魅
力
を
伝
え

る
と
い
う
方
向
に
転
換
し
た
と
こ
ろ
で

こ
の
お
話
を
い
た
だ
い
て
、
音
楽
家
と

し
て
大
切
な
の
は
演
奏
す
る
こ
と
だ
と

再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

こ
こ
ま
で
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
い

て
い
た
山
下
が
、
パ
ー
ッ
と
明
る
い
笑

顔
に
な
っ
て
こ
う
語
っ
た
。「
３
人
と

も
同
じ
志
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
嬉
し
い
な
あ
。
大
阪
に
は
四
つ
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
あ
り
ま
す
が
、
僕
た

ち
の
使
命
は
独
自
の
サ
ウ
ン
ド
を
創

る
こ
と
。
ポ
ス
ト
を
与
え
ら
れ
た
指
揮

者
は
思
い
描
く
理
想
の
線
上
に
、
一
つ

一
つ
の
演
奏
会
で
最
良
の
結
果
を
出
し

て
『
点
』
を
置
く
作
業
を
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。『
楽
し
く
や
ろ
う
よ
』
で

は
な
く
、
音
楽
的
に
厳
し
い
要
求
が
し

合
え
る
関
係
に
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
こ
の
３
人
な
ら
ば
、
そ
れ
が
出
来

そ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
」

◆
三
者
三
様
の
サ
ウ
ン
ド
創
り
が
使
命

　

定
期
演
奏
会
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
の
山

下
は
、
名
刺
代
わ
り
に
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
を
選
ん
だ
。「
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
魅
力
を
１
０
０
％
知
っ
て
い
て
、

関
西
の
音
楽
フ
ァ
ン
に
は
、
大
阪
音
大

ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
指

揮
し
た
オ
ペ
ラ「
沈
黙
」（
２
０
０
３
年
、

05
年
）
の
名
演
が
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

来
日
不
能
に
な
っ
た
大
阪
響
の
指
揮

者
の
代
役
を
務
め
た
昨
年
４
月
、
印
象

深
い
出
来
事
が
あ
っ
た
と
い
う
。「
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
交
響
曲
第
５
番
の
練

習
中
、
楽
団
員
と
僕
の
間
に
音
楽
上

の
意
見
の
相
違
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ

し
た
ら
練
習
後
、
楽
屋
ま
で
来
て
く
れ

て
『
も
っ
と
話
し
合
お
う
』
と
。
昔
は

指
揮
者
に
ズ
バ
ズ
バ
も
の
を
言
う
楽
団

員
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
が
、
今
は
そ

う
い
う
こ
と
も
な
く
平
和
に
過
ぎ
て
い

く
。
妥
協
せ
ず
、
流
さ
ず
、
と
こ
と
ん

話
し
合
っ
て
、
歩
み
寄
ろ
う
と
い
う
姿

勢
。
こ
れ
は
、
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

美
質
だ
と
思
い
ま
し
た
」

◆「
大
阪
響
に
育
て
て
も
ら
い
ま
し
た
」　

―
―
柴
田
真
郁

　
「
私
は
大
阪
響
に
育
て
て
も
ら
い
ま

し
た
」
と
話
す
の
は
柴
田
真
郁
。
関
西

指揮者就任インタビュー

首席客演指揮者 髙橋直史 × 常任指揮者 山下一史 × ミュージックパートナー 柴田真郁

Interview

2022-2023名曲
コンサートの情報
はコチラから

2022-2023定期
演奏会の情報はコ
チラから

阪
響
サ
ウ
ン
ド
を
ど
う
変
え
て
い
く
の

か
。
春
か
ら
始
ま
る
３
年
間
の
プ
ロ
セ

ス
を
定
点
観
測
し
た
い
。

（
取
材
・
文　

出
水
奈
美
）

2021 SinfoniaSinfonia



　

２
０
２
１
年
３
月
に
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
初
め
て
リ
サ
イ
タ
ル
を

開
催
し
た
チ
ェ
リ
ス
ト
の
横
坂
源
が
、

今
年
３
月
、
再
び
戻
っ
て
く
る
。

　

２
０
１
７
年
に
「
３
大
協
奏
曲
」
の

シ
リ
ー
ズ
で
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
《
チ
ェ

ロ
協
奏
曲
》
を
披
露
し
て
以
来
、
横
坂

は
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
と
深
い

絆
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
。
開
館
40
年

を
迎
え
る
２
０
２
２
年
12
月
に
は
、
こ

の
リ
サ
イ
タ
ル
の
ほ
か
に
「
熱
狂
コ
ン

チ
ェ
ル
ト
」
へ
も
出
演
が
決
ま
っ
て
い

る
。

　

少
年
時
代
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
横

坂
は
、
高
校
に
入
る
直
前
に
世
界
的
マ

エ
ス
ト
ロ
小
澤
征
爾
と
共
演
し
、
シ
ュ

ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
国
立
音
楽
大
学
で
は

世
界
的
チ
ェ
リ
ス
ト
の
ジ
ャ
ン
＝
ギ
ア

ン
・
ケ
ラ
ス
に
師
事
。
２
０
１
０
年
に

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
第
２

位
を
受
賞
後
は
、
ド
イ
ツ
で
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
放
送
交

響
楽
団
で
客
演
首
席
チ
ェ
リ
ス
ト
と
し

て
活
動
し
た
。　

　

人
の
声
を
聞
く
よ
う
な
ぬ
く
も
り
に

満
ち
あ
ふ
れ
る
横
坂
の
音
は
、
聴
く
者

の
心
に
寄
り
添
う
。
そ
の
深
く
し
み
わ

た
る
豊
か
な
響
き
と
と
も
に
、
思
索
を

積
み
重
ね
た
彼
の
音
楽
は
、
大
き
な
感

動
を
呼
び
起
こ
す
。

　

リ
サ
イ
タ
ル
の
タ
イ
ト
ル
は
、
前
回

に
続
い
て
「
ｅ
ｌ
ｅ
ｇ
ｙ
」。
リ
サ
イ
タ

[チェロ]横坂 源　[ピアノ]津田裕也
-----------------------------------------------------------------------------
ショパン：序奏と華麗なるポロネーズop.3／チェロ・ソナタ ト短調 op.65／
フォーレ：蝶々 op.77／エレジー op.24／クライスラー：愛の悲しみ／美し
きロスマリン／ショパン：ポロネーズ 第6番 変イ長調 op.53「英雄ポロネー
ズ」※ピアノ・ソロ／チャイコフスキー：懐かしい土地の思い出 op.42-3「メ
ロディ」／アイルランド民謡：ロンドンデリーの歌／ポッパー：ハンガリー狂詩
曲 op.68
-----------------------------------------------------------------------------
2022.3/19（土） 7:00PM
全席指定 4,400円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

[ソプラノ]伊藤 晴　[ピアノ]仲田淳也
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
プッチーニ：歌劇『蝶々夫人』～「ある晴れた日に」／歌劇『ジャンニ・スキッキ』～「私のお父さ
ん」／歌劇『ラ・ボエーム』～「私の名はミミ」／ビゼー：歌劇『カルメン』～「何を恐れることが
ありましょう」／ヴェルディ：歌劇『シチリア島の夕べの祈り』～「ありがとう、愛する友よ」／グ
ノー：歌劇『ファウスト』～「宝石の歌」／シャルパンティエ：歌劇『ルイーズ』～「その日から」／
アーン：「リラに来るうぐいす」、「春」／ロッシーニ：「約束」／中田喜直：「さくら横ちょう」、「た
んぽぽ」ほか
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.3/21（月・祝） 2:00PM
全席指定 4,400円 （税込）
[お問い合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催] ザ・シンフォニーホール

チェロ・
リサイタル

2022

ベスト・
オブ・
アリア
伊藤 晴
～ある晴れた日に～

ソプラノ・リサイタル

elegy横
坂 

源

elegy 横坂 源 チェロ・リサイタル 2022Reviewベスト・オブ・アリア ～ある晴れた日に～ 伊藤 晴 ソプラノ・リサイタルReview

名
曲
尽
く
し
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

ま
さ
に“
ベ
ス
ト
・
オ
ブ・ア
リ
ア
”
！

大
阪
の
オ
ペ
ラ
フ
ァ
ン
必
聴
の
リ
サ
イ
タ
ル

フ
ォ
ー
レ
、チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
、シ
ョ
パ
ン
―
―

名
作
を
一
挙
に
披
露
。

聴
く
も
の
の
心
に
寄
り
添
う
豊
か
な
響
き

ル
の
根
幹
を
な
す
の
は
、
横
坂
が
子
ど

も
の
頃
か
ら
愛
し
て
や
ま
な
い
フ
ォ
ー

レ
の
《
エ
レ
ジ
ー
》
で
あ
る
。
リ
サ
イ

タ
ル
後
半
で
は
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
「
愛

の
悲
し
み
」「
美
し
き
ロ
ス
マ
リ
ン
」
や

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー「
メ
ロ
デ
ィ
」な
ど
、

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

名
曲
が
チ
ェ
ロ
で
披
露
さ
れ
る
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
軸
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
シ
ョ
パ
ン
（
１
８
１
０

〜
49
）
の
作
品
だ
。
少
し
前
に
シ
ョ
パ

ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ

れ
、
日
本
も
シ
ョ
パ
ン
・
ブ
ー
ム
で
沸

き
立
っ
て
い
る
が
、
横
坂
は
チ
ェ
ロ
で

シ
ョ
パ
ン
の
音
世
界
に
挑
む
。

　
「
ピ
ア
ノ
の
詩
人
」
シ
ョ
パ
ン
の
チ
ェ

ロ
の
曲
は
、
作
品
数
こ
そ
少
な
い
が
、

こ
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
演
奏
さ
れ
る
２

曲
は
チ
ェ
ロ
奏
者
の
重
要
な
レ
パ
ー
ト

リ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　

シ
ョ
パ
ン
は
《
序
奏
と
華
麗
な
る
ポ

ロ
ネ
ー
ズ
》
を
、
チ
ェ
ロ
を
愛
好
す
る

ラ
ジ
ヴ
ィ
ヴ
公
が
演
奏
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
作
曲
し
、
お
そ
ら
く
20
歳
で
完

成
さ
せ
た
。
彼
は
８
歳
に
な
る
直
前
に

ラ
ジ
ヴ
ィ
ヴ
公
の
邸
宅
で
演
奏
し
た
の

を
機
に
、
同
公
か
ら
支
援
を
受
け
て
い

た
の
だ
。
ま
た
、《
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ
》

は
１
８
４
７
年
、
友
人
で
名
チ
ェ
リ
ス

ト
の
フ
ラ
ン
コ
ム
の
た
め
に
作
曲
さ
れ

た
。
そ
の
２
年
後
、
臨
終
迫
る
シ
ョ
パ

ン
の
そ
ば
で
フ
ラ
ン
コ
ム
は
こ
の
ソ
ナ

タ
を
演
奏
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

こ
の
２
曲
の
シ
ョ
パ
ン
の
チ
ェ
ロ
作

　

中
音
か
ら
高
音
に
か
け
て
の
発
声
と

音
程
が
安
定
力
抜
群
で
、
役
柄
や
歌
詞

の
言
語
な
ど
に
応
じ
て
可
憐
さ
や
力
強

さ
を
巧
み
に
歌
い
分
け
る
。
そ
ん
な
妙

技
で
、
所
属
す
る
藤
原
歌
劇
団
を
中
心

に
次
々
と
ヒ
ロ
イ
ン
を
射
止
め
て
い
る

注
目
の
若
手
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手 

伊
藤
晴

が
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
初

と
な
る
リ
サ
イ
タ
ル
を
行
う
。
ソ
ロ
以

外
で
は
度
々
出
演
歴
が
あ
る
か
ら
、
ご

存
知
の
方
は
多
い
だ
ろ
う
し
、
大
阪
の

声
楽
フ
ァ
ン
に
は
待
望
の
公
演
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

　

共
演
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
、
仲
田
淳
也
。

イ
タ
リ
ア
留
学
中
に
数
々
の
オ
ペ
ラ
に

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
っ
た
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
で
、
現
在
は
新
国
立
劇
場
で
音

楽
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
も
活
躍
中
だ
。

　

三
重
大
学
の
教
育
学
部
で
音
楽
を
学

ん
だ
伊
藤
は
、
当
初
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

歌
の
レ
ッ
ス
ン
に
通
っ
て
い
た
そ
う
で
、

そ
の
先
生
か
ら
歌
を
専
門
的
に
学
ぶ
こ

と
を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
で
武
蔵
野
音
楽

大
学
大
学
院
を
受
験
。
そ
の
後
、
表
現

力
を
さ
ら
に
磨
く
べ
く
、
イ
タ
リ
ア
の

ミ
ラ
ノ
と
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
合
計
４

年
に
渡
る
研
鑽
を
積
ん
だ
。

　

そ
の
間
、
パ
リ
地
方
音
楽
院
で
教
授

を
し
て
い
た
富
佐
子
マ
ル
ゴ
ー
ニ
と
の

出
会
い
が
大
き
な
転
機
と
な
り
、
現
在

に
繋
が
る
ス
ト
イ
ッ
ク
か
つ
柔
軟
な
プ

ロ
意
識
が
育
ま
れ
て
い
っ
た
と
い
う
。

演
奏
さ
れ
る
２
曲
は
チ
ェ
ロ
奏
者
の

重
要
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー

彼
女
の
当
た
り
役
と
な
っ
た

オ
ペ
ラ
の
名
ア
リ
ア
が
多
数

品
は
、
い
ず
れ
も
ピ
ア
ノ
・
パ
ー
ト
に

卓
越
し
た
演
奏
技
巧
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
れ
を
担
う
の
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
津

田
裕
也
だ
。
２
０
０
７
年
に
仙
台
国
際

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
ピ
ア
ノ
部
門
で
日
本

人
初
優
勝
を
飾
り
、
現
在
は
若
く
し
て

母
校
の
東
京
藝
術
大
学
の
准
教
授
を
務

め
る
。
室
内
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
、
超

一
流
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
と
の
共
演

も
目
白
押
し
の
人
気
ぶ
り
だ
。
横
坂
の

参
加
し
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
コ
ン
ク
ー

ル
で
も
、
津
田
は
伴
奏
者
と
し
て
彼
の

熱
演
を
支
え
た
。

　

い
ま
も
共
演
を
重
ね
る
実
力
派
の
二

人
が
、
こ
の
美
し
く
叙
情
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
ど
の
よ
う
に
聴
か
せ
て
く
れ
る

の
か
、
期
待
が
高
ま
る
。

（
文　

道
下
京
子
）

ア
が
多
数
。
さ
ら
に
、
中
田
喜
直
「
さ

く
ら
横
ち
ょ
う
」「
た
ん
ぽ
ぽ
」
な
ど

の
日
本
歌
曲
が
選
ば
れ
て
い
る
の
も
嬉

し
い
。

　
「
イ
タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ
の
役
柄
を
き
ち

ん
と
演
じ
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ペ

ラ
＆
歌
曲
も
伝
統
的
な
ス
タ
イ
ル
で
歌

え
る
歌
手
に
な
り
た
い
」
と
、
今
後
の

キ
ャ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
を
語
っ
て
い
た

彼
女
の
想
い
が
集
約
さ
れ
た
今
回
の
リ

サ
イ
タ
ル
。
帰
国
か
ら
約
10
年
を
経
て
、

着
実
に
階
段
を
昇
り
続
け
る
彼
女
の
現

在
と
未
来
を
最
良
の
形
で
味
わ
え
る
春

の
午
後
を
ぜ
ひ
！

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

発売中発売中

　

今
回
の
リ
サ
イ
タ
ル
は
、「
ベ
ス
ト
・

オ
ブ
・
ア
リ
ア
〜
あ
る
晴
れ
た
日
に
〜
」

と
銘
打
っ
て
開
催
。
そ
の
名
の
通
り
、

予
定
演
目
に
は
彼
女
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊

か
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
並
ん
で
お
り
、

公
演
に
寄
せ
る
意
気
込
み
の
強
さ
が
窺

わ
れ
る
。

　

プ
ッ
チ
ー
ニ
か
ら
は
、
彼
女
の
十
八

番
で
あ
る
『
蝶
々
夫
人
』
〜
「
あ
る
晴

れ
た
日
に
」
と
、『
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
』
〜

「
私
の
名
は
ミ
ミ
」。
２
０
１
７
年
に
山

田
和
樹
指
揮
＆
岩
田
達
宗
演
出
の
東
京

文
化
会
館
・
愛
知
県
芸
術
劇
場
公
演
に

お
い
て
ミ
カ
エ
ラ
役
を
演
じ
て
大
好
評

を
博
し
た
ビ
ゼ
ー
『
カ
ル
メ
ン
』
か
ら

は
、「
何
を
恐
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ

う
」
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
に
彼
女
の

当
た
り
役
と
な
っ
た
オ
ペ
ラ
の
名
ア
リ

2223 SinfoniaSinfonia



コ
ン
ク
ー
ル
も
出
場
で
き
れ
ば
と
い
う

思
い
が
あ
り
ま
す
」

　

今
回
、
亀
井
が
弾
く
の
は
、
ラ
フ

マ
ニ
ノ
フ
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
３
番
。

名
曲
中
の
名
曲
だ
。

　
「
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
第
３
番
は
第
３

楽
章
な
ど
の
技
術
的
な
難
し
さ
も
あ

り
ま
す
が
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
ど
う

[ピアノ]森本隼太、尾城杏奈、亀井聖矢　
[指揮]藤岡幸夫
[管弦楽]関西フィルハーモニー管弦楽団
--------------------------------------------------------------------------------------------------------
リスト：ピアノ協奏曲 第1番 変ホ長調 S.124/R.455（森本隼太）／ショパン：ピアノ協奏曲 第1
番 ホ短調 op.11（尾城杏奈）／ラフマニノフ：ピアノ協奏曲 第3番 ニ短調 op.30（亀井聖矢）
--------------------------------------------------------------------------------------------------------
2022.5/1（日） 2:00PM
S 6,000円　A 5,000円　B 4,000円　学生 3,500円 （税込）
[お問い合わせ]一般社団法人全日本ピアノ指導者協会 03-3944-1583
[主催]一般社団法人全日本ピアノ指導者協会／ザ・シンフォニーホール

熱
意
を
注
ぎ
込
む
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

音
楽
性
や
個
性
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
評
価
さ
れ
る
場
で
あ
る
だ
け
に
、

情
熱
を
か
け
た
分
、
成
長
が
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
以
降
、

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
挑
戦
し
よ
う
と

計
画
し
て
い
ま
す
。
先
の
シ
ョ
パ
ン
国

際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
と
て
も
刺

激
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
い
ず
れ
シ
ョ

パ
ン
や
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
よ
う
な

　

４
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
は
じ
め
、
愛
知

県
立
明
和
高
等
学
校
音
楽
科
か
ら
、
飛

び
入
学
特
待
生
と
し
て
桐
朋
学
園
大
学

ピ
ア
ノ
科
に
進
学
。ピ
ア
ノ
以
外
に
も
、

副
専
攻
と
し
て
作
曲
を
鈴
木
輝
昭
に
師

事
。
亀
井
は
「
作
曲
的
な
視
点
は
ピ
ア

ノ
を
弾
く
際
に
も
と
て
も
参
考
に
な
り

ま
す
」
と
語
る
。
す
で
に
輝
か
し
い
コ

ン
ク
ー
ル
歴
の
持
ち
主
だ
が
、〝
自
身

が
成
長
で
き
る
場
〞
と
し
て
コ
ン
ク
ー

ル
を
捉
え
て
い
る
。

　
「
コ
ン
ク
ー
ル
は
自
分
が
１
０
０

パ
ー
セ
ン
ト
の
意
志
を
持
っ
て
臨
め
る

場
。
他
の
コ
ン
テ
ス
タ
ン
ト（
競
技
者
）

も
普
段
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
く
ら
い

特級グランド・コンチェルトInterview

　

２
０
２
１
年
の
シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ

ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
日
本
人
若
手

の
活
躍
も
あ
り
、
今
、
俄
然
盛
り
上

が
っ
て
い
る
ピ
ア
ノ
界
。
２
０
２
２
年

５
月
１
日
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
で
は
、
今
後
大
輪
の
花
を
咲
か
せ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
３
人
の
新
鋭

に
よ
る
、
名
作
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
３
作

が
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ
た
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
る
。

　

出
演
す
る
の
は
、
い
ず
れ
も
ピ
テ
ィ

ナ
･
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
特

級
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
若
手
だ
。

　

リ
ス
ト
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
１
番

を
弾
く
森
本
隼
太
（
２
０
２
０
年
度

特
級
銀
賞
）
は
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

あ
ふ
れ
た
10
代
。
東
京
藝
術
大
学
大

学
院
在
学
中
の
尾
城
杏
奈
（
２
０
２
０

年
度
特
級
グ
ラ
ン
プ
リ
）
は
、
内
面

に
向
き
合
う
タ
イ
プ
で
、
シ
ョ
パ
ン
の

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
1
番
を
披
露
予
定
。

そ
し
て
も
う
ひ
と
り
の
出
演
者
で
あ

る
亀
井
聖
矢
は
２
０
０
１
年
生
ま
れ
。

２
０
１
９
年
、
第
88
回
日
本
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
ピ
ア
ノ
部
門 

第
1
位
お
よ

び
ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
特
級
グ
ラ
ン
プ
リ
を
手
に
し

た
注
目
株
だ
。
リ
ス
ト
を
思
わ
せ
る
大

き
く
て
形
の
よ
い
手
を
も
ち
、
ピ
ア

ニ
ス
ト
に
な
る
べ
く
生
ま
れ
て
き
た
、

と
い
う
形
容
が
よ
く
似
合
う
亀
井
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

亀井聖矢
M

asaya K
am

ei

特級
グランド・
コンチェルト

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

シ
ョ
パ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
に
も

と
て
も
刺
激
を
受
け
た

今
後
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
３
人

先行予約：1/20（木）　一般発売：1/23（日）

ピ
ア
ノ 

森
本
隼
太

ピ
ア
ノ 

亀
井
聖
矢

ピ
ア
ノ 

尾
城
杏
奈

今
、
絶
対
に
注
目
す
べ
き
新
鋭
ピ
ア
ニ
ス
ト
が

奏
で
る
華
麗
な
る
名
曲
3
選
！

撮影：平舘 平

©山田 翔

い
う
ふ
う
に
対
話
し
て
い
く
か
が
と

て
も
重
要
な
曲
で
す
。
情
緒
的
な
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
ま
る
で
〝
遠
く
を
見
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
歩
い
て
行
く
〞
か
の
よ
う
な
憂
い

も
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た
感
情
の
揺

れ
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、
繊
細
な
部
分

も
表
現
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
自
作
自
演
の
録
音

も
聞
き
ま
し
た
が
、
作
曲
家
自
身
の

演
奏
を
参
考
に
し
つ
つ
、
楽
譜
か
ら

さ
ら
に
読
み
取
っ
て
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ

フ
の
魅
力
を
存
分
に
披
露
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
」

　

亀
井
に
と
っ
て
、
本
公
演
は
初
め

て
づ
く
し
だ
。

　
「
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で

弾
く
の
は
初
め
て
で
す
し
、
指
揮
の

藤
岡
幸
夫
さ
ん
と
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
と
も
初
共
演
な
の

で
本
当
に
楽
し
み
で
す
！
ザ
･
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
大
き
く
、
と
て

も
響
き
の
良
い
ホ
ー
ル
な
の
で
、
タ
ッ

チ
や
弦
の
鳴
ら
し
方
な
ど
も
工
夫
し

て
い
き
た
い
で
す
」

　

今
後
は
海
外
で
学
ぶ
こ
と
も
考
え

て
い
る
と
い
う
。

　
「
以
前
パ
リ
で
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
、

レ
ッ
ス
ン
そ
の
も
の
も
大
変
勉
強
に

な
り
ま
し
た
が
、
パ
リ
の
街
も
好
き
に

な
り
ま
し
た
。
海
外
は
日
本
の
指
導
法

な
ど
と
異
な
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ

と
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
指
揮
の
勉

強
も
し
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
は
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
な
ど
の
弾
き
ぶ
り
も
し
て

み
た
い
で
す
ね
。
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト

は
出
演
者
、
曲
目
と
も
に
興
味
を
も
っ

て
い
た
だ
け
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
」

　

本
公
演
に
登
場
の
3
人
は
、
い
ず

れ
も
今
後
ピ
ア
ノ
界
の
主
役
と
な
り

う
る
俊
英
た
ち
。
未
来
の
巨
匠
た
ち

の
ザ
･
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
の

第
一
歩
を
ぜ
ひ
お
聞
き
逃
し
な
く
!!

（
取
材
・
文　

伊
藤
制
子
）

初
の
ザ・シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
。

初
共
演
が
本
当
に
楽
し
み

Interview

リスト
ピアノ協奏曲 第1番

ラフマニノフ
ピアノ協奏曲 第3番

ショパン
ピアノ協奏曲 第1番

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
ど
う
い
う
ふ
う
に
対
話
し
て
い
く
か
―
―

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
魅
力
を
存
分
に
披
露
し
て
い
き
た
い
で
す
ね

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
魅
力
を
存
分
に

披
露
し
て
い
き
た
い
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